
「音
安
王
子
財
の
叛
凱
」

に
つ

い
て

ー

l
南
朝
門
閥
貴
族
瞳
制
と
豪
族
土
豪

i
l

は

じ

め

宋
朝
第
六
代
皇
帝
明
帝
が
即
位
す
る
と
、

そ
の
泰
始
元
年
(
四
六

五
)
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
、
江
州
に
鎮
守
す
る
十
歳
の
少
年
、
即

ち
孝
武
帝
の
第
三
子
な
る
晋
安
王
子
殿
、を擁
し
て
、
明
帝
該

(一一明

暗
叩
計
)
の
即
位
に
切
っ
叛
凱
が
起
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
叛
鋭
は
、
全

園
を
大
騒
乱
に
ま
き
こ
ん
で
滴
一
年
後
に
卒
定
さ
れ
た
。
こ
の
「
菅

安
王
子
助
の
叛
蹴
」
は
、
畢
寛
す
る
に
皇
位
を
め
ぐ
る
皇
室
内
の
一
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つ
の
政
権
闘
争
||
お
家
騒
動
と
見
な
し
得
る
。
こ
の
お
家
騒
動
が

単
に
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
何
故
に
全
園
的
規
模
の
大
騒
範
に

ま
で
護
展
・
旗
大
し
た
の
か
。
そ
の
解
答
は
、
封
鎖
的
門
閥
貴
族
鐙

制
か
ら
排
斥

・
疎
外
さ
れ
て
い
た
豪
族
土
豪
層
が
、
叛
範
を
支
持

安

良E

田

し
、
そ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
本
稿
で

は
問
題
を
較
っ
て
、
こ
の
貼
を
検
査
し
て
嘗
時
代
の
豪
族
土
豪
の
姿

を
探
り
な
が
ら
、
こ
の
騒
飢
が
南
朝
門
閥
貴
族
健
制
に
興
え
た
影
響

に
つ
い
て
も
、
少
し
く
考
察
を
加
え
た
い
。

句

iFD
 

孝
武
帝
の
後
を
つ
い
で
即
位
し
た
十
七
歳
の
少
主
前
腰
帝
子
業

は
、
直
属
の
寒
人
恩
倖
に
支
え
ら
れ
て
、
異
常
な
ま
で
に
涯
繁
と
権

力
欲
を
盗
に
し
た
。
こ
の
惇
徳
の
新
帝
を
見
て
、
京
師
の
貴
族
士
大

夫
は
も
と
よ
り
、
顧
命
の
諸
大
臣
や
貫
穫
を
掌
握
し
て
い
た
孝
武
帝

の
時
か
ら
の
嘗
恩
倖
も
ま
た
、
大
き
な
危
倶
の
念
を
抱
い
た
。
か
く

て
、
多
く
の
門
閥
貴
族
は
凶
手
が
己
れ
に
及
ぶ
の
を
恐
れ
て
外
藩
へ
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逃
が
れ
て
行
っ

た
が
、

一
方
、
或
る
者
は
身
命
を
案
じ
て

ま
た
或

る
者
は
園
家
の
荒
乱
を
憂
慮
し
て
、
鹿
立
の
計
謀
を
め
ぐ
ら
し
た
の

で
あ
る
。
明
帝
の
即
位
は

そ
の
一
つ
の
結
果
で
あ

っ
た
。

は
じ
め
、
前
廃
帝
が
即
位
す
る
と
、
こ
の
帝
は
、
外
藩
に
鎮
守
し

て
い
た
孝
武
帝
の
諸
弟
を
京
師
に
呼
び
も
ど
し
た
。
も
と
よ
り
、
彼

等
が
外
藩
に
あ
っ
て
叛
旗
を
翻
え
す
の
を
恐
れ
て

の
庭
置
で
あ
る。

彼
等
は
宮
中
に
拘
禁
さ
れ
、
彼
等
の
生
命
は
朝
に
タ
を
保
し
難
い
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
湘
東
王
該
の
思
倖
寒
人
ら
が
、
孝
武
帝
時

代
の
奮
恩
倖
と
結
ん
で
、

ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
、
前
慶
帝
を
底
殺

し
た
の
で
あ
る
。

景
和
元
年
十

一
月
二
十
九
日
夜
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
か
く
て
新
帝
と
し
て
推
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
該
は
、
十
二
月

泰
始
元
年
と
改
元
し
た
。

七
日
正
式
に
即
位
し
、

即
ち
明
帝
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
も
う

一
つ
の

「
前
肢
帝
を
慶
す
る

計
謀
」

が
あ
っ

た
。
前
蔵
帝
の
皇
后
何
氏
は
、
名
族
何
璃
の
女
で
、

何
氏
の
兄
弟
遁
は
、
前
肢
帝
の
姑
新
察
長
公
主
に
向
し
て
い
た
。
が

前
腰
帝
は

何
遁
か
ら
公
主
を
強
奪
し
て
後
宮
へ
納
れ
て
し
ま

っ

た
。
そ
こ
で
遁
は
兵
を
奉
げ
て
前
康
帝
を
試
し
、

Z

目
安
王
子
財
を
擁

立
し
よ
う
と
謀

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
計
謀
は
事
前
に
も
れ
、

何
遁
は
訣
殺
さ
れ
た
。
景
和
元
年
十
一
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
る
。

事
は
こ
れ
だ
け
で
す
ま
な
か

っ
た
。
前
肢
帝
は
、
子
財
が
何
湛
と

通
謀
し
て
い
た
と
謹
奏
さ
せ
て
、
子
財
に
死
を
賜

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
態
を
知

っ
た
子
財
の
鎮
軍
府
長
史
・
行
江
州
事
部
碗
は
、
江

州
か
ら
m
挙
兵
し
、
前
贋
帝
を
廃
し
て
子
助
を
即
位
さ
せ
る
決
意
を
固

め
て
、
文
武
僚
佐
を
部
署
し
、
搬
を
遠
近
に
停
え
た
。
景
和
元
年
十

一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
子
助
が
拳
兵
し
た
そ
の
十
日
後
、

京
師
で
は
明
帝
が
前
疲
帝
を
殺
し
、

や
が
て
即
位
し
た
の
で
あ

っ

〆
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に
d

た
。
十
二
月
に
な

っ
て
、
子
財
を
車
騎
将
軍
開
府
儀
同
三
司
に
準
め

る
明
帝
の
令
書
、が
江
川
に
到
着
し
、
朝
廷
の
消
息
が
停
わ

っ
た
。
だ

ヵ:

州
府
の
佐
吏
が
事
態
の
牧
拾
を
喜
び
あ
う
中
で
ひ
と
り
都
碗

は
、
あ
く
ま
で
も
子
財
の
即
位
を
目
指
し
て
、
今
度
は
、
明
帝
の
即

位
を
認
め
ず
、

摩
兵
を
準
め
た
の
で
あ
る
。
翌
年
正
月
七
日
、
子
期

は
、
落
州
刺
史
実
顕
の
上
表
に
従
っ
て
零
陽
で
即
位
し
、
義
嘉
元
年

と
改
元
し
て
文
武
百
官
を
置
い
た
。

子
助
の
機
を
受
け
る
と
、
諸
銀
は
相
次
い
で
呼
躍
し
た
。
府
行
事

萄
下
之
は
部
州
刺
史
安
陸
王
子
綬

(鮮
問
刊
の
)
を
奉
じ
、
長
史
孔
観

は
曾
稽
太
守
尋
陽
王
子
房
(
一
議
)
を
奉
じ
、
長
史
孔
道
存
は
荊
州



材
料
史
臨
海
王
子
頑
(
明
暗
)
を
奉
じ
も
府
行
事
何
慧
文
は
湘
州
刺
史

部
陵
王
子
元

(
叶
帯
十
)
を
奉
じ
、
更
に
、
梁
州
刺
史
柳
元
恰
・
盆

寧
二
州
刺
史
粛
恵
開
・
珠
州
刺
史
股
談

・
慶
州
刺
史
案
曇
遠
，
徐
州

刺
史
醇
安
都
・
糞
州
刺
史
崖
道
固
・
青
州
刺
史
沈
文
秀
・
司
州
刺
史

鹿
孟
叫
等
の
主
だ
っ

た
州
鎮
長
官
ら
は
、
相
次
い
で
子
財
側
へ
呼
雁

し
た
。
薙
州
刺
史
亥
顕
は
郵
璃
と
共
に
叛
凱
の
主
謀
者
で
あ

っ
た
か

ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
年
の
四
方
の
貢
計
は
す
べ
て
尋
陽
政
府

明
帝
側
の
保
持
す
る
地
域
は
、

僅
か
に
丹
陽
一
郡
の
み

で
、
し
か
も
そ
の
郡
内
の
鯨
の
中
に
も
子
財
側
に
相
贋
ず
る
も
の
が

「宋
番
心
耳
目
安
王
子
助
戸。

存
し
た
と
レ
う
{
停
・
同
前
段
孝
組
侍
)

即
位
早
々
の
明
帝
に
と

っ
て
こ
の
大
規
模
な
叛
蹴
の
勃
護
は
、
文

に
蹄
し
、

字
通
り
の
危
機
で
あ
っ

た
。
明
帝
は
こ
の
危
機
を
武
将
の
抜
擢

・
豪

族
土
豪
の
牧
撹
策

・
敵
に
劃
す
る
寛
宥
策
な
ど
に
よ
っ
て
乗
り
切
ろ

叛

凱

側

が

、

主

謀

者
・
指
導
将
帥
の
無
能
と
責
任
感
の
依
除
な
ど
の
紋
陥
を
次
第
に
露

う
と
し
た
。

内
部
の
不
統
一
、

作
戦
の
拙
さ
、

呈
し
て
く
る
中
で
、
明
帝
側
の
施
策
は
劉
照
的
に
著
し
い
光
彩
を
放
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っ
て
く
る
。
明
帝
側
は
、
早
く
も
泰
始
二
年
二
月
、
張
、氷
・
呉
喜
等

の
活
躍
に
よ
っ
て
呉
禽
地
方
の
叛
観
軍

(脚
)
を
卒
定
し
て
虎
口
を

軍
事
力
を
江
北
地
方
及
び
叛
範
軍
の
中
心
江
州
地
方
(
胴
)

脆
し

に
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

や
が
て
明
帝
劇
が
優
勢
に
蒋
ず
る
と
、

今
度
は
叛
範
側
の
武
将
・
郡
勝
長
官
及
び
属
佐
や
、
叛
凱
軍
が
占
援

す
る
地
域
内
の
豪
族
土
豪
の
中
か
ら
明
帝
側
へ
寝
返

っ
た
り
、

義
軍

を
奉
げ
る
も
の
が
績
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
吠
勢
の
中
で
明
帝
側
は
、
い
わ
ば
開
ケ
原
の
役
と
も

言
う
べ
き
緒
折
・
雄
尾
洲
の
決
戦
に
勝
ち
、
こ
の
騒
凱
の
勝
利
を
ほ

ぼ
手
中
に
牧
め
た
。
八
月
末
、
叛
飽
軍
側
の
宿
将
劉
胡
が
寛
陵
で
斬

ら
れ

主
謀
者
亥
顕
も
部
下
に
斬
ら
れ
た
。

郵
璃
も
張
慌
に
殺
さ

れ
、
尋
陽
を
攻
め
陥
し
た
沈
依
之
は
子
財
を
斬

っ
た
。
こ
こ
に
「
菅

-53-

安
王
子
動
の
叛
飽
」

終
り
を
つ
げ
る
。

時
に
子
助

t土

事
買
上

は
、
僅
か
十
一
歳
の
少
年
で
あ

っ
た。

」
の
よ
う
に
叛
凱
軍
の
中
核
、
吾
一
帯
陽
政
府
が
瓦
解
す
る
と
、
諸
絡

帥
も
降
伏
を
儀
儀
な
く
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
盆
州
に
披

っ
た
粛
恵

聞
は
、
彼
を
斬

っ
て

「
厚
賞
を
墓
む
L

豪
族
土
豪
の
全
土
的
蜂
起
の

中
で
、
降
伏
せ
、ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
北
方
で
も
、
朝
廷
軍
の

攻
撃
と
義
軍
の
蜂
起
に
苦
戦
は
免
が
れ
ず
、
醇
安
都
・
雀
道
固
は
款

誠
を
信
仰
し
、
沈
文
秀
は
北
貌

へ
奔

っ
た
。
議
州
室
町
陽
で
は
、
宿
将
皇

甫
道
烈
・
柳
倫
等
が
降
伏
し
た
後
も
肢
談
、が
固
守
し
て
い
た
が
、

"'? 

い
に
十
二
月
、
談
も
賂
佐
を
率
い
て
降

っ
た
。
こ
こ
に
全
園
を
大
騒
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乱
に
陥
れ
た

「
青
安
王
子
財
の
叛
乱
」
も
、
涌
一
年
後
に
完
全
に
卒

定
さ
れ
、
明
帝
側
の
勝
利
に
闘
し
た

の
で
あ

っ
た
。

子
財
と
明
帝
と
の
聞
に
展
開
さ
れ
た
皇
座
を
め
ぐ
る
闘
争
は
、
理

念
の
面
に
お
い
て
は
ど
ん
な
形
を
と

っ
て
繰
り
賞
、
げ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

要
約
し
て
言
う
な
ら
、
子
助
側
が
自
ら
の
行
動
の
正
首
性
を
主
張

し、

明
帝
剖
位
の
不
嘗
性
を
非
難
し
た
論
擦
は
、
節
義
の
意
識
と
大

義
名
分
論
で
あ
り
、
も
と
よ
り
両
者
は
相
互
に
関
連
し
て
い
た
。
最

初
、
長
史
郡
斑
が
、
温
か
江
州
か
ら
子
動
を
擁
し
て
前
腰
帝
を
腰
す

る
信
用
に
準
兵
す
る
決
意
を
固
め
た
の
は
、

ー
ー
そ
の
時
彼
が
属
佐
に

語

っ
た
言
葉
に
よ
れ
ば
|
|
『
南
土
改
掌
郡
南
昌
腕
の
一
介
の

「
寒

土
」
に
過
ぎ
ぬ
身
が
、
先
帝
孝
武
帝
か
ら
蒙
っ

た
殊
思
に
感
じ
て
、

帝
の
愛
子
子
動
の
魚
に
門
戸
百
口
の
命
を
も
賭
し
て
報
い
た
い
』
と

い
う
意
識
、
さ
ら
に
、

『
前
贋
帝
を
慶
し
て
子
助
を
即
位
さ
せ
る
こ

と
は
、
天
子
と
は
言
え
い
わ
ゆ
る
濁
夫
の
如
き
前
腰
帝
の
震
に
、
危

殆
に
瀕
し
て
い
る
宋
朝
を
建
て
直
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
孝
武

帝
の
恩
遇
に
報
い
る
こ
と
で
あ
る
』
と
い
う
意
識
に
あ

っ
た
。
こ
の

い
わ
ぽ
節
義
の
意
識
は
、
明
帝
に
叛
旗
を
嗣
挙
げ
る
に
品
ロ
回
っ
て
も
引
き

縫
が
れ
る
。
が
更
に
そ
れ
は
、
犯
す
べ
か
ら
さ
る
大
義
「
昭
穆
」
と

レ
う
翻
貼
か
ら
、

よ
り
理
念
的
に
展
開
さ
れ
て
行
く
。
す
な
わ
ち
彼

は
、
京
師
に
博
え
た
搬
の
中
で
衣
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『孝
武
帝
の

後
は
孝
武
帝
諸
子
に
よ
っ
て
つ
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
皇

位
纏
承
の
大
義
「
昭
穆
」
の
正
し
き
序
列
で
あ
る
。
而
る
に
孝
武
帝

の
弟
た
る
明
帝
は
、
前
駿
帝
を
拭
殺
し
た
上
に
、
生
存
し
て
い
る
十

二
人
の
孝
武
帝
諸
子
を
さ
し
お
い
て
自
ら
即
位
し
た
。
こ
の
明
帝
の

蔑Z行
し矯
」 は

-， 
我「
が天
昭賓
穆を
を 纂
干t繍
すし
~ L 

「
鼎
砕
を
覆
移
し
」

「
我
が
皇
徳
を

- 54-

道
に
反
し
た
悪
逆
非
雄
の
行
痛
で

「
節
義
の
意
識
」
と
大
義

「昭

あ
る
』
と
。
こ
の
よ
う
に
郡
斑
は
、

穆
」
を
論
擦
に
、
子
財
の
即
位
と
彼
自
身
の
行
震
の
正
嘗
性
を
主
張

し
た
の
で
あ
る

(宋
番
制
)。
こ
の
事
情
は
、
確
か
に
執
る
と
こ

ろ
に

戸都
琉
同
竺

多
少
の
軽
重
の
差
が
あ

っ
た
り
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
っ
た
り

乙
K
5
7〆

は
す
る
が
、
叛
凱
に
積
極
的
に
参
加
し
た
粛
恵
開

(初
制
8
)
・
蒔
安

都

(相
側
)・

侍
霊
越

(桐
)
等
諸
絡
に
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
明
帝
側
が
自
ら
の
正
首
性
を
主
張
し
た
論
理
は
何
で
あ

っ
た
の
か
。
理
念
的
に
昭
穆
と
い
う
皇
位
継
承
の
序
列
に
卸
し
て
論



じ
た
時
、
郵
碗
が
言
う
程
全
面
的
に
、
明
帝
の
即
位
は
否
定
さ
れ
る

@
 

も
の
で
も
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

「躍
度
の
門
」
出
身
で
貴
族
土

大
夫
の
長
老
で
も
あ
っ
た
察
興
宗
が
、
自
身
は
明
帝
側
に
立
っ
て
い

る
に
も
閥
ら
ず
、

「
逆
の
順
と
、
臣
も
っ
て
排
ず
る
な
し
」
と
言
っ

て
、
明
帝
が
勝
手
に
子
助
側
を
逆
と
決
め
つ
け
る
の
に
昂
然
と
抗
議

し
た
よ
う
に
、
純
粋
に
理
念
的
に
見
れ
ば
、
京
朝
の
士
大
夫
に
と
っ

て
す
ら
も
明
帝
の
即
位
は
、
む
し
ろ
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

「宋
番
目
茶
J

の
で
あ
る

(興
宗
停

)。
に
も
拘
わ
ら
ず
事
寅
に
お
い
て
は
結
局
、

明
帝
の
即
位
が
是
認
さ
れ
た
の
は
、
明
帝
を
天
命
の
降
っ
た
有
徳
の

君
と
見
る
一
方
、
園
凱
朝
危
の
際
に
は
長
主
を
立
で
な
け
れ
ば
園
家

の
安
泰
は
賀
さ
れ
得
な
い
と
い
う
、
現
賞
主
義
的
観
貼
が
あ
っ
た
か

ら
で
も
あ
る
。
事
賞
、
凶
狂
き
わ
ま
り
な
き
前
陵
帝
の
も
と
で
土
大

夫

・
民
衆
は
、
命
を
漏
刻
に
偲
る
と
い
う
苦
難
な
吠
況
に
お
か
れ
、

園
維
は
素
観
し
祉
稜
は
浬
蕪
し
、
進
境
に
外
敵
の
侵
入
を
受
け
る
の

も
時
間
の
問
題
で
あ
っ
た
。
明
帝
は
、
こ

の
不
徳
無
道
の
少
主
を
底

殺
し
て
再
び
天
下
に
安
泰
の
希
墓
を
薗
ら
し
た
。
前
肢
帝
が
不
嘗
に
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も
投
獄
し
て
い
た
名
族
謝
荘
を
解
放
し
、

「宋
書

8
J

謬
封
は
並
び
に
刊
削
L

{

明
帝
紀
)
し
た
の
は
そ
の
一
例
誼
で
あ
る
。

こ
こ
に
明
帝
を
天
命
の
降
っ
た
有
徳
の
君
と
見
、
明
帝
即
位
の
正
首

「其
の
慶
帝
の
時
の
昏
制

性
が
主
張
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
来
る
べ
き
混
慨
に
謝
す
る
鋭
い
危

機
意
識
か
ら
も
、
明
帝
即
位
の
正
賞
性
が
主
張
さ
れ
る
。

す
な
わ

ち

『も
し
も
叛
乱
軍
の
言
う
よ
う
に
、
僅
か
十
一

歳
の
子
助
を
即

位
さ
せ
た
な
ら
ば
、
こ

の
多
難
の
時
、
大
臣
は
祇
闘
を
作
っ
て
黛
争

園
権
は
統

一
さ
れ
ず
、
各
地
に
割
接
す
る
軍
閥
は
互
い
に
異

謀
を
抱
い
て
兵
端
を
聞
き
、
圏
内
は
あ
げ
て
騒
見
に
陥
る
こ
と
に
な

しる
。
だ
か
ら
こ
の
闘
乱
朝
危
の
際
に
は
宜
し
く
長
主
を
立
つ
べ
き
で

あ
り
、
長
主

l
l二
十
七
歳
の
明
帝
を
立
て
て
こ
そ
、
園
家
祉
曾
の

安
寧
と
秩
序
は
初
め
て
保
た
れ
る
』
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

う
な
大
局
的
且
つ
現
寅
的
と
も
言
え
る
観
貼
に
立
っ
た
時
、
十

一
歳

」
の
よ

- 55ー

の
子
財
を
擁
立
し
た
叛
凱
軍
は
、
正
に
思
慮
分
別
も
い
た
ら
ぬ
幼
主

を
利
用
し
て
、
私
利
私
欲
の
充
足
の
み
を
企
て
る
群
凶
不
遣
の
徒
輩

@
 

と
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

前
節
で
は
、
子
財
側

・
明
帝
側
そ
れ
ぞ
れ
が
標
携
し
た
理
念
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
便
宜
上
、
事
を
叛
飢
側
に
限

っ
た
場
合
、
外
藩
に

鎖
守
し
て
い
た
す
べ
て
の
孝
武
帝
諸
子
を
奉
じ
て
、
長
史
等
が
叛
凱

に
躍
じ
て
レ
る
事
に
よ
っ
て
も
、
子
助
側
の
標
梯
す
る
理
念
が
、
叛
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乱
側
と
無
関
係
で
は
な
い
と
言
え
る
。
だ
が
し
か
し
、
前
述
の
理
念

が
、
そ
の
ま
ま
に
雨
集
闘
の
|
|
殊
に
叛
飢
側
の
1

1

本
質
的
性
格

を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
孝
武

-M
の
〆

軍

・
曾
稽
太
守

・
尋
陽
王
子
炉

(第
六
子

)
を
奉
じ
て
長
史
孔
凱

「
命
同
稽
山
J

{陰
の
人
)
が
叛
乱
に
雁
じ
た
の
は
、
都
水
使
者
孔
瑛
が
、
明
帝
側
は

経
済
的
に
も
軍
事
的
に
も
虚
弱
で
孤
立
し
て
お
り
、
叛
飢
側
が
必
ず

や
勝
利
を
欣
め
る
、
と
閉
墳
丘
(
を
勧
読
し
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
か
く
て

「央
郡
央

J

呉
郡
太
守
顧
珠

(の
人

)
に
室
聞
を
遣

っ
て

母
が
老
齢
で
あ
り
、
ま
た
郡
が
京
師

例
え
ば
、

安
東
賂

孔
凱
は
禦
丘
(す
る
と
、

同
理
を
求
め
た
。
が
顧
珠
は
、

に
近
し

こ
と
を
慮

っ
て
感
じ
な
か

っ
た
。
そ
の
顧
即
時
が
結
局
叛
乱
に

加
っ
た
の
は
、
時
に
山
陰
令
で
あ

っ
た
彼
の
少
子
質
先
が
、

(州
制
)
す
で
に
近
く
、
朝
廷
は
孤
弱
な
り
、
時
に
順
従
せ
ざ
れ
ば

必
ず
覆
滅
の
繭
あ
ら
ん
」

と
手
紙
で
説
得
し
た
か
ら
で
あ

っ
た

(献

d
q
1
b
〆

山
側
附
可
こ
の
よ
う
に
、

孔
観

・
顧
探
は
一
身
一
族
の
保
安
の
魚
に

形
勢
を
観
望
し
て
、
日
和
見
的
に
勝
利
を
得
る
と
判
断
し
た
叛
凱
側

「
南
師

へ
加
拾
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
郵
碗

・
新
恵
開

・
醇
安
都
は
、
孝
武
帝
か
ら
受
け
た
恩
週

に
報
レ
る
痛
に
子
動
を
擁
立
す
る
と
レ
う
。
彼
等
の
官
達
を
孝
武
帝

と
の
関
係
を
通
し
て
検
討
す
る
な
ら
、
そ
の
言
葉
は
決
し
て
空
疎
な

@
 

も
の
で
は
な

い
。

長
卒
戸

の
人
)
の
よ
う
に、

「太
原

E
J

「

王
玄
護

(の
人
一J
ゃ
股
孝
租

(郡

彼
等
の
官
達
が
孝
武
帝
の
抜
擢
や
親
任
な
し
に

だ
が
し
か
し
、

は
考
え
ら
れ
ず
、
し
か
も
彼
等
が
そ
れ
に
恩
義
の
念
を
抱
い
て
い
た

に
も
拘
わ
ら
ず
、
質
際
に

は
明
帝
側
で
活
躍
し
た
事
|
|
殊
に
股
孝

組
は
、
明
帝
側
へ
蹄
順
す
れ
ば
厚
遇
を
輿
え
ら
れ
る
と
説
得
さ
れ
、

ま
た
精
巧
鋭
利
な
兵
器
を
多
数
保
有
す
る
明
帝
側
が
、

必
ず
勝
利
を

牧
め
る
の
だ
と
説
得
さ
れ
る
と
、
も
と
も
と
は
叛
見
に
底
じ
よ
う
と

し
て
い
た
か
に
見
え
る
本
意
を
翻
え
し
て
、
明
帝
側
へ
奔

っ
た
事
を

見
れ
ば
、
節
義
の
念
や
大
義
の
念
だ
け
が
、
彼
等
を
叛
飢
へ
決
起
さ

⑤
 

せ
た
内
的
動
機
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
孔
観

・
顧
深
に
あ

っ
た

nh
u
 

'h
d
 

よ
う
に
、
彼
等
に
も
願
望
が
あ

っ
た
。
そ
の
願
望
が
叛
飢
と
い
う
顛

著
な
形
を
と
っ
て
設
現
し
た

の
で
あ
る
。

初
め
、
前
肢
帝
を
駿
す
る
魚
に
部
碗
等
が
翠
丘
(
し
た
直
後
、
明
帝

は
子
期
を
安
堵
し
て
車
騎
将
軍
開
府
儀
同
三
司
に
進
め
た
。
そ
の
令

書
が
尋
陽
に
到
着
す
る
と
諸
佐
吏
は
、

「
暴
飢
既
に
除
か
れ
殿
下
ま

ま
ζ

と

た
黄
閤
を
聞
か
る
、
買
に
公
私
の
大
慶
と
な
す
」
と
、
事
態
の
牧
拾

を
喜
び
あ

っ
た
。

し
か
し
郵
碗
は

令
書
を

地
面
に
叩
き
付
け

「
殿
下
は
ま
さ
に
端
門
を
聞
か
る
べ
し
、
責
閣
は

こ
れ
吾
が
徒
の
事

の
み
」
と
叫
ん
だ
と
言
う
。
江
州
議
章
き
つ
て
の
名
族
郵
碗
も
、
南



朝
門
閥
貴
旋
盤
制
の
前
で
は
、
所
詮
一
介
の
「
南
土
の
寒
士
」
に
過

ぎ
な
い
。
確
か
に
彼
は
孝
武
帝
の
抜
擢
に
よ
っ
て
中
央
官
界
に
準
出

は
で
き
た
。
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、

古
4
F
I
U

て
や
中
央
門
閥
貴
族
社
舎
へ
仲
間
入
り
す
る
こ
と
が
、
約
束
さ
れ
る

も
の
で
は
勿
論
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
朕
況
に
お
か
れ
て
い
た
郵

碗
の
願
墓
が
、
子
動
を
即
位
さ
せ
る
(
聞
端
)
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
は
元
動
功
臣
と
し
て
中
央
官
界
リ
中
央
門
閥
貴
族
社
舎
へ
華
々
し

『
関
資
〆

く
雄
飛
し
、
そ
こ
に
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
る
(
関
)
こ
と
で
あ

@
 

っ
た
の
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

四

前
節
で
、
叛
観
側
主
謀
者
郡
斑
に
つ
い
て
加
え
た
考
察
が
幸
に
し

て
誤
な
け
れ
ば
、
預
州
欝
陽
に
鎖
し
て
、
叛
飽
の
今
一
つ
の
主
要
な

勢
力
を
形
成
し
た
教
州
刺
史
股
談
が
叛
飽
に
加
わ
っ
た
事
情
は
、
誠

に
象
徴
的
で
あ
る
。

景
和
元
年
、
股
瑛
は
右
終
軍
珠
州
刺
史
山
陽
王
休
紡
(
鮮
時
一
話
)

の
長
史
に
除
せ
ら
れ
た
。
前
贋
帝
が
休
一
痛
を
入
朝
さ
せ
る
と
、
瑛
は

行
府
州
事
に
準
め
ら
れ
、
府
・
州
の
軍
治
・
民
治
を
総
統
し
た
。
明

420 

帝
が
即
位
し
た
後
の
事
情
は
衣
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

太
宗
泰
始
元
年
。
以
休
茄
篤
荊
州
、
欲
以
吏
部
郎
張
岱
震
強
州
刺

史
。
曾
菅
安
王
子
助
反
。
郎
以
瑛
督
謙
司
二
州
南
珠
州
之
梁
郡
諸

軍
事
建
武
賂
軍
務
州
刺
史
、
以
西
汝
陰
太
守
廃
道
隆
篤
瑛
長
史
、

殴
中
将
軍
劉
順
篤
司
馬
。
順
動
瑛
向
子
動
。
談
家
累
在
京
邑
、
意

欲
奉
順
。
市
士
人
(
輔
伺
却
一
胤
淡
)
前
右
軍
参
軍
杜
叔
賓
・
前
陳
南

頓
二
郡
太
守
皇
甫
道
烈
・
道
烈
従
弟
前
馬
頭
太
守
景
度
・
前
汝
南

頴
川
二
郡
太
守
鹿
天
生
・
前
雄
陽
令
夏
侯
季
子
等
、
誼
勧
瑛
同

逆
。
瑛
素
無
部
曲
、
門
義
不
過
数
人
、
無
以
自
立
、
受
制
於
叔
賓

等
。
太
宗
遺
冗
従
僕
射
柳
倫
、
領
軍
助
標
騎
大
将
軍
山
陽
王
休

結
。
叉
遣
中
兵
参
軍
鄭
婆
、
説
瑛
令
宮
、
考
二
人
至
即
興
叔
質
合
。

並
専
之
(
猷

一 57-

叔
賓
者
杜
坦
之
子
。
既
土
豪
郷
室
、
内
外
諸
軍
事
、

蜘
糊
)
。

北
来
名
族
陳
郡
長
卒
股
氏
の
出
身
で
あ
る
談
は
、
「
少
く
し
て
太

租
(
献
)
の
知
る
所
と
な
り
、
遇
せ
ら
る
る
こ
と
幕
引
の
王
景
文
と

相
略
す
」
と
言
わ
れ
、
察
興
宗
・
王
景
文
・
楕
淵
等
の
名
流
貴
族
と

親
交
が
あ
っ
た
歴
と
し
た
門
閥
貴
族
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
数

養
貴
族
・
官
僚
貴
族
・
門
閥
貴
族
た
る
こ
と
に
自
ら
の
存
在
を
か
け

て
い
た
彼
等
は
、
武
官
就
仕
を
極
度
に
忌
避
し
、
武
賂
を
軽
蔑
し
て

①
 

や
ま
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
等
が
、
部
曲
を
蓄
養
す
る
こ
と
は
極
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め
て
稀
で
あ
り

た
と
レ
あ
る
に
し
て
も
そ
の
数
は
少
な
か

っ
た。

賓
客

・
門
生
・

義
故
な
と
に
し
て
も
、
父
祖
或
は
彼
自
身
が
貴
顛
の

勢
力
家
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
な
か

っ
た
。
部
曲
も

な
く
門
義
も
数
人
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
股
談
の
姿
は
、
首
時
の
北
来

門
閥
貴
族
の
一
般
的
姿
を
示
す
も
の
と
見
て
よ
い
。

」
の
よ
う
な
彼
等
が
州
銀
長
官
と
し
て
赴
任
し
た
時
、
地
域
社
命
日

に
牢
固
た
る
勢
力
を
保
持
す
る
豪
族
土
豪
に
直
面
す
る
。

督
諸
軍

事

・
持
軍
蹴
を
幣
び
る
長
官
の
権
限
は
、
確
か
に
州
域
内
に
お
い
て

は
絶
大
無
こ
で
は
あ
っ
た
が
、
在
地
の
豪
族
土
豪
か
ら
受
け
る
拘
制

は
免
が
れ
難
い
。
民
治

・
軍
治
の
雨
面
に
わ
た
っ
て
ど
う
し
て
も
彼

等
を
州
職
や
府
職
に
任
命
す
る
こ
と
で
、
彼
等
に
依
援
し
な
け
れ
ば

@
 

な
ら
ぬ
質
情
に
あ

っ
た
。
こ
こ
に
は
一
つ
の
矛
盾
閲
係
が
あ
る
。
こ

の
矛
盾
関
係
は
、
普
段
に
は
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
が
、

や
が
て
一
つ
の

衝
動
で
露
呈
す
る
。
貴
族
出
身
の
長
官
股
哉
と
、
豪
族
社
叔
賓

・
皇

甫
道
烈

・
皇
甫
景
度

・
鷹
天
生

・
夏
侯
季
子
等
と
の
開
係
が
ま
さ
し

く
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
、
無
力
な
貴
族
出
身
の
長
官
股
瑛
を
拘
束
し
て
叛

飢
に
加
わ
ら
せ
た
豪
族
、
杜
・

皇
甫

・
夏
侯

・
鹿

・
鄭
氏
等
の
行
動

の
動
機
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下

こ
れ
等
の
豪
族
を
筈
見
し
な

ヵ，
ら

そ
れ
を
探

っ
て
み
よ
う。

「土
豪
」
皇
甫
逼
列
…

・
道
烈
の
従
弟
景
度
は
、
後
漢
時
代
既
に
著

姓
と
言
わ
れ
た
安
定
朝
那
の
皇
甫
氏
の
後
喬
と
推
定
さ
れ
る
。
皇
甫

氏
の
一
支
族
が
西
菅
時
代
に
安
定
朝
那
か
ら
新
安

(嗣
)
へ
僑
居
し
、

や
が
て
西
菅
末
の
騒
凱
を
避
け
て
荊
州
裏
陽
に
移
住
し
、
後
更
に
抽
出

州
議
陽
へ
移

っ
て
定
住
す
る
に
至

っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

東
晋
以
後
の
皇
甫
氏
は
、
正
史
に
俸
を
立
て
ら
れ
る
程
の
見
る
べ
き

@
 

人
物
を
一
人
も
出
し
て
レ
な
い
。

夏
侯
季
子
は
、
説
西
菅
時
代
の
名
族
諜
郡
諜
の
夏
侯
氏
の
後
喬
と

推
測
さ
れ
る
。
夏
侯
氏
も
西
菅
末
の
騒
凱
の
際
に
多
く
の
族
人
が
敗

oo 
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浸
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
書
陽
地
方
へ
移
動
し
た
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
寄
陽
地
方
に
大
き
な
勢
力
を
振
う
大
豪
族

の
一
つ
に
、
再
び
護
展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
後
の
梁
朝
開
閣
の

元
動
功
臣
の
一
人
夏
侯
詳
は
、
首
時
股
瑛
に
召
さ
れ
て
主
簿
に
補
せ

ら
れ
、

股
淡
降
伏
の
際
の
立
て
役
者
と
な
っ
た
。

「諜
郡
の

詳
は

人
」
と
明
記
さ
れ
る
蕎
陽
の
豪
族
で
あ
る
。
季
子
と
詳
と
の
関
係
は

不
明
だ
が
、
同
族
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
夏
侯
氏
も
、
東
晋
宋
費
時

⑪
 

代
に
は
見
る
べ
き
人
物
を
出
し
て
い
な
い
。

鹿
天
生
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。

し
か
し
、
南
史
三
十
五



段
瑛
俸
に
能
っ
て

「
土
人
」
を
「
土
人
」

に
よ
む
な
ら
彼
を
蕎
陽
地

方
の
土
着
豪
族
と

見
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。
股
瑛
の
説
得
に
涯
遣
さ
れ
な
が
ら
か
え
っ
て
杜
叔
賓
と
合
流
し
た

中
丘
ハ
参
軍
鄭
妥
は
、
世
三
蕎
陽
に
居
た

「
欝
陽
の
強
族
」
で
、
も
と

は
紫
陽
開
封
の
出
で
あ
ろ
う
か
。
後
漢
|
西
菅
時
代
の
名
族
後
陽
の

鄭
氏
も
東
菅
以
後
に
は
見
る
べ
き
人
物
を
出
し
て
い
な
い
同

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
等
書
陽
の
豪
族
の
中
で
、
指
導
権
を
握

っ
て
重

要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は

「
土
豪
郷
墓
」
杜
叔
賓
で
あ
っ
た
。
杜
叔

費
は
、
前
漢
1

西
菅
時
代
の
名
族
京
兆
社
氏
の
出
で
、
か
の
杜
預
の

曾
孫
に
あ
た
る
。
五
胡
十
六
闘
の
騒
凱
の
際
に
、
預
の
子
抗
及
び
そ

の
一
族
は
、
涼
州
に
勢
力
を
振
う
前
涼
張
氏
に
身
を
寄
せ
、
や
が
て

前
涼
が
存
竪
に
滅
ほ
さ
れ
る
と
前
秦
へ
赴
い
た

(
三
七
六
年
〉
。
杜

氏
が
江
南
へ
渡
っ
た
の
は
漸
く
東
菅
極
末
の
こ
と
で
、
長
安
を
卒
定

し
た
劉
裕
に
従
っ
て
、
叔
賓
の
父
坦
が

一
一
族
を
率
い
て
南
蹄
じ
た
の

で
あ
る
。

杜
坦
は
文
帝
元
嘉
年
間
、
後
賂
軍
、
龍
醸
将
軍
青
葉
二
州
刺
史
、

南
卒
王
様
右
将
軍
司
馬
等
を
歴
任
し
、
文
帝
の
任
遇
は
甚
だ
厚
か
っ

，422 

た
と
言
わ
れ
る
。
が
し
か
し
、
杜
坦
は
次
の
よ
う
に
南
朝
門
閥
貴
族

健
制
に
射
す
る
念
惑
を
文
帝
に
ぶ
ち
ま
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

巨
木
中
華
高
族
、

播
遷
涼
土
、

世
葉
相

亡
曾
組
、

菅
氏
喪
凱
、

承
、
不
碩
其
曹
、
直
以
南
度
不
早
、
便
以
荒
償
賜
隔
、
:
:
:
聖
一
朝

~
宋
書
白
戸。

難
復
抜
才
、
臣
恐
未
必
能
也

(社
験
停
)

蓋
し
周
知
の
よ
う
に
、
南
朝
門
閥
貴
族
腫
制
が
東
菅
中
末
期
に
東

菅
政
権
の
樹
立
に
参
董
し
た
北
来
貴
族

・
豪
族
を
中
心
に
再
編
・
固

定
さ
れ
た
震
に
、
南
渡
が
遅
れ
て
東
菅
政
権
の
樹
立
に
参
重
し
得
な

ミ
つ
二
、

カ

ふ
I
、刀

ま
た
は
遅
く
と
も
東
菅
中
期
ま
で
に
南
渡
し
な
か
っ
た

貴
族

・
豪
族
は
、

っ
て
も
、

た
と
い
前
漢
l
西
菅
時
代
の
「中
華
の
高
族
」
で
あ

ま
た
い
か
に
人
才
が
優
れ
て
は
い
て
も
、
信
燕

・
荒
倫
と

n
ヨ
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軽
蔑
さ
れ
、
清
官
た
る
地
位
へ
の
就
任
か
ら
は
締
め
出
さ
れ
、
中
央

⑫
 

の
門
閥
貴
族
の
仲
間
に
は
、
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
寅
は
文
帝
に
い
く
ら
念
滋
を
ぶ
ち
ま
け
て
み
て
も

そ
れ

だ
け
で
は
南
朝
門
閥
貴
族
鐙
制
の
強
固
な
封
鎖
性
を
突
き
破
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
杜
氏
は
や
が
て
、
議
州
蕎
陽
に
土
着
し
て

「
土

豪
郷
墓
」
と
言
わ
れ
る
大
豪
族
に
ま
で
成
長
し
て
行

っ
た
の
で
あ
ろ

う

さ
て
、
前
述
し
た
よ
う
な
事
情
で
股
談
が
叛
飢
に
呼
躍
す
る
と
、

尋
陽
政
府
は
淡
を
輔
園
将
軍
務
州
刺
史
に
除
し
た
。
そ
の
時
、
首
持



無
官
の
杜
叔
買
は

「
瑛
の
上
佐
」
を
求
め
た
。
そ
こ
で
淡
は
た
だ
ち

、H
足
場
一

ウ
t
，

に
叔
質
を
輔
園
府
長
史
梁
郡
太
守
に
つ
け
た
と
い
う

(制
郡
山
間
可
こ

こ
に
は
杜
叔
賓
の
願
望
と
同
時
に
、
彼
が
殴
淡
を
つ
き
あ
げ
て
叛
飽

に
蹴
起
し
て
行

っ
た
そ
の
意
固
を
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
中
華
の
高
族
」
で
あ
り
な
が
ら
、
南
朝
門
閥
貴
族
位
制
の
封
鎖
性

の
前
に
中
央
官
界

・
中
央
貴
族
社
曾
か
ら
排
斥
さ
れ
て
、

今
や

「土

豪
」
と
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
杜
叔
質
は
、
嘗
っ
て
父
坦
が
抱
い
て

い
た
と
同
じ
出
自
へ
の
自
負
と
、
中
央
官
界

・
中
央
貴
族
社
禽
へ
の

進
出
に
射
す
る
激
し
い
願
撃
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
胸
中

に
は
、
嘗
っ
て
父
坦
が
抱
い
て
い
た
と
同
じ
念
懲
が
煮
え
た
ぎ

っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
彼
が

「
土
豪
郷
草
」
と
し
て
地
域
社
禽
に

保
持
す
る
勢
力
を
パ
ッ
ク
に
、
貴
族
長
官
股
淡
を
拘
束
し
て
叛
凱
に

瞭
起
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
主
謀
者
郵
碗
の
場
合
と
同
緩
に
、
子
助
の

即
位
を
成
功
さ
せ
て
、
自
ら
が
元
動
功
臣
と
し
て
中
央
官
界

・
中
央

門
閥
貴
族
社
曾
へ
進
出
す
る
信
用
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
杜
叔
賓
の
動
機

で
あ
る
。

筆
者
は
皇
甫
氏

・
夏
侯
氏

・
鄭
氏
も
杜
氏
と
同
僚
に
、
南
朝
門
閥

貴
族
健
制
の
再
編

・
固
定
の
過
程
の
中
で
、
珠
州
事
詩
陽
の
土
着
豪
族

に
浪
落
し
て
行

っ
た
後
漢
乃
至
西
菅
時
代
の
名
族
で
あ
っ
た
と
想
定

し
た
。
と
す
る
な
ら
、
杜
叔
賓
と
共
に
股
瑛
を
叛
蹴
に
つ
き
あ
げ
た

皇
甫
道
烈

・
皇
甫
景
度

・
夏
侯
季
子

・
鄭
妥
等
に
も
、
杜
叔
賓
の
場

合
と
全
く
同
じ
事
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
等
の
行
動
を

「門
閥
貴
族
股
制
が
も
っ
封
鎖
性
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し

て
」

一
般
化
す
る
な
ら
ば
、
改
州
の
土
着
豪
族
廃
天
生

・
河
東
解
の

豪
族
と
推
定
さ
れ
る
柳
倫

・
出
自
の
「
卑
微
」
な
劉
順
ら
の
行
動
に

も
、
そ
れ
は
安
賞
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

前
節
で
は
、
預
州
刺
史
政
談
、が
叛
凱
に
加
わ
る
に
至

っ
た
事
情
を

A
H
v
 

no 

通
し
て
、
門
閥
貴
族
健
制
の
も
と
で
中
央
官
界
・
中
央
貴
族
社
舎
へ

の
進
出
を
抑
座
さ
れ
て
い
た
寄
陽
地
方
の
土
着
豪
族
が
、
叛
凱
側
を

下
か
ら
支
え
て
い
た
模
様
を
見
た

0

・が
、
こ

の
関
係
は
汲
州
に

の
み

限
っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

具
合
同
地
方
で
は
、
長
史
孔
規
が
禽
稽
太
守
尋
陽
王
子
房
を
奉
じ
て

理
主
(
す
る
と
、

臭
郡
太
守
顧
諜

(徳
川
鼠
〈
)・

臭
輿
太
守
王
曇
生

(糊

時一川
)・

義
一
興
太
守
劉
延
問
一

-
菅
陵
太
守
蓑
標

(一
川
崎
順
)
・
新
安
太
守

陽
伯
子
を
始
め
、
山
陰
令
顧
賓
先

(畑一刊
)・

銭
唐
令
顧
呈

・
諸
監
令

侍
淡

(州
一
雄
)・

上
虞
令
王
曇
・
剣
烏
程
令
丘
霊
鞠

(融
洲
一
胤
)
等
も



相
次
い
で
拳
兵
し
、
連
合
し
て
朝
廷
側
に
針
抗
し
た
。
そ
の
際
に
、

軍
主

・
軍
副

・
大
帥

・
帥
・

持

・
督
戦
な
ど
の
呼
稀

・
肩
書
き
を
も

っ
多
く
の
持
帥
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
沈
霊
寵

・
霊
昭
兄
弟
・

沈
霊
秀

・
孔
叡

・
孔
諜

・
孔
奴
・
孫
曇
瑳

・
孫
曇
躍
・
孫
矯
之

・
孫

禽
之
・
顧
法
直

・
呉
恭
・
陸
孝
伯

・
楊
玄

・
賀
泰

・
挑
天
覆
・
陳
景

遠

・
程
揮
宗

・
卜
道
済

・
許
天
賜

・
張
緩
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら

将
帥
の
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
、
呉
曾
地
方
の
豪
族
土
豪
と
推
定
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
沈
氏
は
臭
輿
武
康
の
、
孔
氏
は
曾
稽
山
陰
の
、
孫

氏
は
呉
郡
富
陽
の
、
顧
氏
は
呉
郡
呉
の
、
呉
氏
は
呉
輿
臨
安
ま
た
は

呉
輿
故
郭
の
、
陸
氏
は
呉
郡
呉
の
、
挑
氏
は
臭
輿
武
康
の
、
陳
氏
は

義
輿
園
山
ま
た
は
果
興
長
城
の
、
卜
氏
は
呉
輿
齢
杭
の
、
許
氏
は
義

輿
の
、
張
氏
は
呉
郡
果
ま
た
は
永
嘉
安
固
の
豪
族
土
豪
の
出
と
も
想

⑬
 

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
泰
始
二
年
二
月
末
、
朝
廷
軍
と
朝
廷
側
へ
寝
返
っ
た

上
虞
令
王
国
安
と
に
挟
撃
さ
れ
て
、
孔
観
は
敗
走
し
子
房
も
捕
え
ら
れ

て、

東
賊
は
卒
定
さ
れ
た
。

前
に
掲
げ
た
将
帥
の

一
人

そ
の
時
、

で
、
龍
醸
将
軍

・
車
騎
中
兵
参
軍

・
軍
主
に
ま
で
昇
進
し
て
い
た
孔

叡
も
若
邪
村
の
村
民
に
捕
え
ら
れ
た
。
彼
は
首
を
斬
ら
れ
る
に
首
つ

ー424

て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

吾
年
己
過
立
、
未
需
官
伍
、
蒙
知
己
之
顧
、
以
身
許
之
、
今
日
就

死
、
亦
何
所
恨
。

か
く
て
彼
は
、
笑
い
を
含
ん
で
裁
に
つ
く
の
で
あ
っ
た

(限
時
制
)。

一
鐙
に
、
東
賊
の
指
導
的
特
帥
す
べ
て
七
十
六
人
、
そ
の
内
の
十
七

人
が
殺
さ
れ
、
降
伏
し
た
残
り
の
者
は
す
べ
て
宥
さ
れ
た
と
言
わ
れ

る

(
箱
帥
淵
鑑
)
。
孔
叡
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
十
七
人
の
中

の
一
人
で
あ
る
。

一
身
一
族
の
保
安
の
信
用
に
、
形
勢
を
観
望
し
て
日

和
見
的
に
叛
凱
に
謄
じ
た
顧
深
・
王
曇
生
・
遠
標
は
、
や
が
て
降
伏

し
て
生
き
な
が
ら
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
生
き
方
の
鋭
い
針

1
i
 

c
D
 

照
が
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
、
現
買
の
陸
制
の
中
で
自
ら
の
存
在
の
寅

現
が
許
さ
れ
保
註
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
か
ら
く

る
相
違
で
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
南
朝
門
閥
貴
族
蜂
制
の
中
に
組

そ
れ
か
ら
排
斥

・
疎
外
さ
れ
て
い
る
か
と
い

み
込
ま
れ
て
い
る
か
、

う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
孔
叡
を
曾
稽
地
方
き
つ
て
の
名
族
、
命
同
稽

山
陰
孔
氏
の
出
と
想
定
し
た
。
が
い
く
ら
名
族
で
あ
っ
て
も
、
彼
の

属
す
る
現
貫
の
門
流
の
如
何
が
、
む
し
ろ
嘗
時
代
に
お
い
て
は
官
達

@
 

を
左
右
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
彼
に
は
、
そ
ん
な
不
遇
が
運

命
的
に
つ
き
ま
と

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な

ぃ
。
江
南
の
土
着
豪
族
は
、

既
に
そ
の
事
自
鐙
に
よ

っ
て、

南
朝
門
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閥
貴
族
位
制
の
も
つ
封
鎖
性
の
一
っ
た
る
地
縁
的
封
鎖
性
の
前
に
、

北
来
名
族
よ
り
も
、
遥
か
に
不
遇
な
官
歴
を
飴
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

⑮
 

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
門
閥
臨
制
の
下
で
、

一ニ
十
歳
を
過
ぎ
て
も
仕
官

の
機
舎
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
己
れ
を
、
初
め
て
抜
擢
し
て
く
れ
た
叛

飽
側
の
震
に
、

|
|
彼
の
委
は
、

一
命
を
棄
て
て
も
何
の
悔
恨
も
残
ら
ぬ
と
い
う
孔
叡

前
に
見
た

部
碗
、

そ
し
て
改
州
寄
陽
の
豪
族
達

の
姿
と
、
基
本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
多
く
の
豪
族

土
豪
の
姿
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で
ま
た
、
叛
組
側
が
紹
射
的
優
勢
を
誇
っ

て
い
た
、
殊
に

東
賊
が
今
に
も
京
師
を
攻
め
陥
さ
ん
ば
か
り
で
あ

っ
た
泰
始
二
年
一

月
、
丹
陽
郡
永
世
燃
の
民
史
逸
宗
は
間
帯
丘
ハ
し
て
叛
飢
に
呼
躍
し
た
の

で
あ
っ
た

(牒
時
日
)
。
彼
を
無
官
の
土
着
豪
族
と
見
て
も
よ
い
な
ら

'
n
H
U
戸
一
。み
小、

ば
、
彼
に
と
っ
て
は
叛
飽
が
、
就
官
、
延
い
て
は
土
身
分
の
獲
得
を

薗
ら
す
好
個
の
機
禽
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
そ
の
宿
願
を
達

成
す
る
魚
に
、
絶
針
的
優
勢
を
誇
る
叛
乱
側
へ
加
捨
し
て
行
っ
た
。

え⑩差
で
』土

あ
る
カi

十
分
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思

以
上
三
節
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
身
分
階
層
的
な

・
地

縁
前
な

・
そ
し
て
南
渡
の
早
晩
に
も
と
づ
く
、
強
固
な
封
鎖
性
を
む

つ
南
朝
門
閥
貴
族
位
制
の
下
で
、
自
ら
の
願
望
の
達
成
|
|
就
官
H

士
身
分
の
獲
得
・
中
央
官
界

・
中
央
貴
族
社
禽
へ
の
準
出
ー
ー
を
抑

座
さ
れ
て
い
た
豪
族
土
豪
が
、
叛
乱
を
下
か
ら
支
え
て
い
た
。

「
Z
H

安
王
子
財
の
叛
乱
」
が
全
園
的
規
模
に
ま
で
旗
大
し
た
理
由
は
、

ま

さ
し
く
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の
慶
汎
な
存
在
と
、
彼
等
が
叛
乱
を
支
持

し
、
そ
れ
に
参
重
し
た
こ
と
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。

-'-
/¥ 

そ
れ
で
は
明
帝
側
の
、
豪
族
土
豪
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の

か
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
叛
凱
側
に
お
け
る
と
同
じ
こ
と
が
、
明

n
，“
 β

0
 

帝
側
に
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
門
閥
貴
族
鐙
制
の
下
で
不
遇
を
か
こ

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
豪
族
土
豪
層
に
即
し
て
言
え
ば
、
彼
等

は
、
自
ら
の
願
墓
の
達
成
を
叛
蹴
側
に
お
レ
て
の
み
求
め
ね
ば
な
ら

ぬ
必
然
性
は
な
か
っ

た
。
彼
等
は
、
諸
般
況
・
諸
候
件
の
中
で
、
願

墓
の
達
成
を
園
っ
て
明
帝
側
へ
呼
臆
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
明
帝
政

府
も
勝
利
を
得
る
震
に
は
、
彼
等
の
要
求
に
針
麿
せ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
事
例
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
逼
し
て

瞥
見
し
て
み
よ
う
。



盆
寧
二
州
刺
史
驚
恵
開
は
、
叛
乱
に
慮
、ず
る
と
、

需
を
遣
っ
て
尋
陽
へ
援
兵
を
迭
っ
た
。
そ
の
時
、

巴
東巴
の東
人、太
任守
叔費
見欣

は
、
徒
を
褒
め
て
義
軍
を
起
こ
し
、
自
ら
輔
園
将
軍
と
挽
し
て
費
欣

需
を
撃
破
し
た

(
献
開
制
誠
一附
)
。
任
叔
見
を
巴
東
の
無
官
の
豪
族

土
豪
と
見
う
る
な
ら
ば
、
彼
の
就
官
H
土
身
分
の
獲
得
に
劃
す
る
強

い
願
墓
と
同
時
に
、
そ
の
達
成
が
騒
凱
を
機
舎
に
園
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
見
得
る
で
あ
ろ
う。

一
鐙
に
、
明
帝
側
の
大
攻
勢
の
前
に
叛
凱
側
が
劣
勢
に
陥
り
、
そ

の
敗
北
が
明
白
に
な

っ
て
く
る
と
、
叛
範
側
の
将
帥
や
、
叛
飽
軍
、か

占
援
す
る
地
域
の
豪
族
土
豪
の
中
か
ら
、
寝
返
っ
た
り
義
軍
を
傘
、
け

た
り
し
て
、
明
帝
側
へ
雁
じ
る
も
の
が
陸
績
と
出
て
く
る
。
二
、
三

例
示
す
れ
ば
、
始
輿
の
土
人
劉
嗣
組
が
義
兵
を
あ
げ
る
と
、
慶
州
刺

史
衰
曇
遠
は
将
李
首
問
周
・
陳
紹
伯
を
遣
っ
て
嗣
粗
を
討
た
せ
た
。
と

こ
ろ
が
嗣
租
が
、
尋
陽
政
府
は
既
に
平
定
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
李
高
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周
を
証
す
と
、
高
周
は
急
逮
引
き
返
え
し
て
裳
曇
遠
を
討
ち
殺
し
た

(鰍
職
制
)
。
ま
た
競
恵
聞
は
、
尋
陽
政
府
が
平
定
さ
れ
る
と
、
「
城

を
屠
ふ
り
て
以
っ
て
厚
賞
を
撃
ま
ん
と
欲
」
す
る
局
人
の
攻
撃
に
あ

っ
て
非
常
な
困
苦
に
見
舞
わ
れ
た
(
一
鑓
U
)
。
ま
た
尋
陽
政
府
が
卒

定
さ
れ
た
後
の
荊
州
で
は
、
荊
州
治
中
宗
景

・
土
人
挑
倹
等
が
丘
ハ
を

勤
し
て
棋
に
入
り
、
孔
道
存
に
代
っ
た
長
史
行
荊
州
事
劉
道
憲
を
殺

し
た
の
で
あ
っ
向
(
時一抑
制
)
。
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の
行
動
の
動
機

が
、
動
功
を
あ
げ
て
就
官
・
官
達
を
圃
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
明
帝
側
が
勝
利
を
手
中
に
牧
め
る
に
は
、
こ
う
し
た
豪
族

土
豪
層
の
要
求
に
針
躍
し
、
彼
等
を
牧
捜
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

慶
州
刺
史
蓑
曇
遠
を
殺
し
た
鰐
李
寓
周
を
行
慶
州
事
に
昇
進
せ
し
め

(絹
倫
潤
鑑
)、

義
軍
を
起
こ
し
て
叛
凱
側
の
汝
南
太
守
常
珍
奇
を
撃

っ
た
准
西
の
ん
鄭
叔
拳
を
北
務
州
刺
史
に
(
諮
一
僻
)
、
ま
た
同
じ
く

義
軍
を
起
こ
し
て
ぺ
陽
太
守
郭
確
を
攻
め
た
れて陽
西
山
鍾
の
田
盆
之

を
輔
園
持
軍

・
督
て
陽
西
山
事
に
除
任
し
た

(
嗣
)
、
等
々
を
始
め
、

他
の
多
く
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
明
帝
が
明
帝
側
に
呼
躍
し

qa 
no 

た
将
帥
・
豪
族
土
豪
を
任
官
し
て
優
待
し
た
の
は
、
も
と
よ
り
彼
等

の
動
功
に
雁
え
た
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
同
時
に
豪
族
土
豪
層
を
牧

撹
す
る
震
の
一
つ
の
意
闘
的
な
政
策
で
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
泰
始
二
年
四
月
、
明
帝
側
は
、
荷
折
で
強
勢
を
誇
る
南
賊
と

大
決
戦
を
交
え
な
け
れ
ば
な
ら
-な
か
っ
た
。
そ
の
際
に
明
帝
は
、
吏

部
向
書
循
淵
を
虎
撞
に
汲
遣
し
、
将
帥
・
兵
士
を
緩
慰
・
鼓
舞
す
る
魚

に
、
戦
闘
に
先
き
立
っ
て
彼
等
に
官
位
を
授
興
し
た
の
で
あ
っ
た。
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時
に
、
選
用
を
蒙
む
る
者
は
買
に
多
き
を
数
え
て
、
痛
に
除
板
は
供

、"
て
やI
泊

q

初
め
て
黄
紙
札
を
用
レ
た
と
言
わ
れ
る

(捌
制
mm

前
述
の

豪
族
土
一家
牧
撹
策
と

i1VL興南 す
を世史る
ー仰25に

に 」25た
す 。 ら

るこず
もの
の時
で 帥
めの
之内 放
ー 擢

は

さ
て
、
前
に
叛
乱
側
へ
呼
臆
し
た
豪
族
土
豪
が
、
中
央
官
界

・
中

央
貴
族
祉
舎
へ
の
進
出
に
射
し
て
激
し
い
願
望
を
抱
い
て
い
た
模
様

を
述
べ

た
。
同
様
の
事
情
が
明
帝
側
将
帥
の
中
に
も
よ
り
明
確
な
形

で
見
ら
れ
る
。
今
述
べ
た
、
縮
叫引
の
戦
闘
に
先
き
立
っ
て
将
帥
に
官

位
を
授
興
し
た
際
に
、
申
粂
之

・
社
幼
文
は
黄
門
郎
に
、
沈
懐
明

・

劉
亮
は

中
書
郎
に
除
せ
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ

っ
た

(時

間
一)o
で
は
、
彼
等
賂
帥
は
ど
ん
な
境
遇
に
あ
り
、

彼
等
が
求
め

た
黄
門
郎

・
中
書
郎
と
は
ど
ん
な
官
で
あ

っ
た
の
か
。

己
に
や

FD
'

申
粂
之

一判
断
附
)。
説
郡
到
の
人
。
申
惜
の
曾
組
鍾
が
後
粗
石
虎

の
司
徒
で
あ

っ
た
こ
と
で
も
解
る
よ
う
に
、
も
と
は

「
中
華

の

高

族」

で
あ
る
。
し
か
し
申
氏
は
、
南
渡
が
遅
れ
た
矯
に
南
朝
で
は
、

将
家

と
み
な
さ
れ
、

中
央
貴
族
枇
舎
か
ら
は

排
斥
さ
れ
る
に
至

っ

た
。
す
な
わ
ち
、
武
帝
劉
裕
が
東
耳目
末
庭
園
を
卒
定
し
た
時
、
悟
の

父
宣

・
宣
の
従
父
兄
永
等
は
共
に
降

っ
て
南
蹄
し
た
。
彼
等
は
幹
用

の
材
あ
る
を
も

っ
て
武
帝
の
知
見
を
得
、
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
。

子
孫
も
ま
た
す
べ
て
武
純
で
あ
る
。
粂
之
は
惜
の
兄
で
寛
陵
太
守
と

な
っ
て
早
卒
し
た
諜
の
子
で
あ
る
。

、司一戸、卒
、!ヨP

、υdF

杜
幼
文

(軒
即
断
)。
京
兆
杜
陵
の
人
。

四
舗
で
述
べ
た

書

陽

の

「
土
豪
郷
草
」
社
叔
賓
の
父
畑
一の
弟
艇
の
子
で
あ
る
。
験
も
坦
と
同

じ
く
専
ら
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
左
軍
将
軍
で
卒
し
て
レ
る。

四
節

参
照
。

沈
懐
明

(献
一
説
神
山
)。
呉
興
武
康
の
人
。
懐
明
は
、
沈
慶
之
の
兄

倣
之
の
孫
で
あ
る
。
慶
之
は
軍
功
に
よ
っ
て
司
空
に
ま
で
進
み
、
前

股
帝
を
輔
政
す
べ

く
孝
武
帝
の
顧
命
を
受
け
た
。
し
か
し
彼
は
、
門

- 64一

閥
貴
族
顔
師
伯
に
は

「
爪
牙
」
と
軽
蔑
さ
れ
て
、
仲
間
扱
い
を
輿
え

ら
れ
な
か

っ
た
。
組
倣
之

・
父
信
楽
と
も
に
将
帥
で
あ

っ
た
。

「辰
也
必
「j

J

O

，
H
J

設
亮

(剛山
恨
仰

)。

彰
城
の

人

霊
懐
慣
は
左
将
軍
懐
粛
の
弟

で
、
共
に
宋
朝
開
園
の
元
勤
武
純
で
あ
る。

一
位
に
、
宋
朝
開
園
の

元
勤
武
将
は
貴
族
官
僚
に
締
身
で
き
な
か

っ
た
が
、
劉
懐
慎

一
族
も

同
様
で
あ
る
。

懐
恨
の
弟
冠
軍
持
軍
江
夏
内
史
懐
獣
の
孫

亮
は

で
、
父
孫
登
は
武
陵
内
史
で
終

っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、

申
粂
之

・
杜
幼
文

・
沈
懐
明

・
劉
亮
は
、

界

・
中
央
貴
族
社
舎
か
ら
排
斥
さ
れ
た
将
家

・
将
門
の
出
身
で
あ

っ

中
央
官

た
と
言
え
る
。
そ
の
彼
等
が
黄
門
郎

・
中
書
郎
に
除
せ
ら
れ
る
よ
う



要
求
し
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
中
書
郎
は
、
嘗
時
、
角
書

省
に
代
っ
て
政
治
の
機
務
を
掌
握
し
始
め
て
い
た
中
書
省
の
属
官
で

天
子
の
左
右
・
禁
中
に
給
事
す
る
内
侍
の
官

あ
り
、

黄
門
郎
は
、

で
、
共
に
第
五
品
の
内
官
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
こ
れ
等
の
官
は
、

嘗
時
の
門
閥
貴
族
が
最
も
重
視
し
、
就
任
を
墓
ん
で
や
ま
な
か
っ
た

清
要
官
H
尚
書
吏
部
郎
に
上
る
門
戸
で
あ
づ
て
、
士
人
H
門
閥
貴
族

⑬
 

の
み
が
就
任
す
べ
き
清
官
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
逆
に
、
中
書
郎
・
黄

門
郎
に
就
任
し
得
れ
ば
、
嘗
人
が
士
人
た
る
事
は
承
認
さ
れ
保
誼
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
「
菅
安
王
子
動
の
板
飢
」
に
際

す
る
、
こ
の
四
人
の
将
帥
に
闘
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
将
帥
(
豪
族
土

豪
)
の
中
央
官
界
・
中
央
貴
族
社
舎
へ
の
準
出
に
劃
す
る
激
し
い
願

設
一
一
と
同
時
に
、

騒
凱
が
彼
等
の
願
墓
を
達
成
さ
せ
る
「
好
個
の
機

禽
」
と
把
え
ら
れ
て
い
る
事
責
を
明
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

七

さ
て
今
ま
で
筆
者
は
、
叛
蹴
側
或
は
明
帝
側
へ
加
わ
っ
て
行
っ
た

豪
族
土
豪
の
行
動
の
動
機
を
、
彼
等
の
所
謂
世
俗
的
願
望
の
達
成
と

い
う
面
か
ら
の
み
見
て
来
た
。
だ
が
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
豪
族
土
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豪
が
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
義
の
篤
に

l
|自
ら
が
正
し

い
と
信
ず
る
復
値
理
念
の
寅
現
の
震
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
に
加
わ
っ

て
行
っ
た
多
く
の
豪
族
土
豪
も
い
た
の
で
あ
る
。
育
州
刺
史
沈
文
秀

あ
ら
が

に
一
族
を
あ
げ
て
抗
い
、

遥
か
に
明
帝
側
へ
呼
醸
し
た
ま
円
州
の
豪

族
、
卒
原
の
劉
氏
も
そ
の
一
っ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
卒
原
劉
氏
を

@
 

中
心
に
嘗
時
代
の
豪
族
土
豪
の
委
を
今
少
し
く
追
求
し
た
い
。

車
円
州
一
帯
に
強
大
な
勢
力
を
振
っ
て
い
た
卒
原
劉
氏
は
、

「車内州

の
彊
姓
L

「
北
州
の
蓄
姓
」
で
、
前
漢
景
帝
の
子
腸
東
王
寄
の
後
葡

で
あ
る
と
い
う
。
先
祖
劉
植
が
卒
原
太
守
に
赴
任
し
て
嘗
地
に
居
を

や
が
て
門
族
は
繁
策
し
た
ら
し
い

0

・
劉
加
の
時
、
南

(
三
九
八
|
四

O
五
〉
に
従
っ
て
南
下
斗
て
黄
河
を
渡

り
、
北
海
郡
都
昌
に
家
す
る
に
至
っ
た
。
以
来
、
嘗
地
方
き
つ
て
の

構
え
て
以
来
、

F
D
 

no 

燕
慕
容
徳

彊
姓
で
あ
っ
た
。
東
菅
末
、
劉
裕
が
斉
土
一
畑
帽
を
卒
定
し
て
古
一
円
州
を

設
置
す
る
と
、
環
を
州
治
中
に
任
命
し
た
。
蓋
し
、
「
青
州
の
彊
姓
」

「
奮
姓
L

で
「
門
族
も
甚
だ
多
」
く
、
「
門
附
が
股
積
」
し
て
い
る

劉
氏
を
首
地
域
支
配
に
活
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
菅
安
王
子
動
の
叛
凱
」
の
際
に
、
劉
氏
一
族
は
、
そ
の

嘗
初
か
ら
統
一
し
て
明
帝
側
へ
呼
臆
し
、

さ
て
、

一
族
が
強
固
に
結
合
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
レ
る
。
こ
れ
は
、
嘗
時
の
門
閥
貴
族
や
江
南
の

土
着
豪
族
の
族
的
不
統
て
結
合
の
弱
さ
に
比
べ
る
と
著
し
く
封
照
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的
で
あ
る
。
強
力
な
園
家
権
力
の
保
護
が
必
ず
し
も
期
待
さ
れ
得
な

い
嘗
地
で
は

一
族
が
強
固
に
結
合
し
、
自
ら
の
手
で
一
族

・
地
域

枇
舎
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
は
何
故
に
劉
氏
一
族
は
、

義
軍
を
起
こ
し
て
ま
で
も
刺
史
沈
文

秀
に
抗

っ
て
温
か
に
明
帝
側
に
臆
じ
た
の
か
。

劉
氏
一
族
、
か
義
軍
を
起
こ
す
最
初
の
口
火
を
切

っ
た
の
は
、
劉
調

之
で
あ

っ
た
。
醇
安
都
に
呼
躍
し
て
叛
旗
を
翻
え
す
と
沈
文
秀
は
、

調
之
に
兵
を
領
せ
し
め
て
安
都
に
援
軍
を
迭

っ
た
。
城
門
を
出
る
と

「始
め
て
禍
坑
を
ま
ぬ
が
れ
た
り
」
と
密
か
に
部
曲
に
語

っ
た
と
い
う。

彼
が
下
部
ま
で
来
て
義
軍
を
起
こ
す
と
、
彼
に
呼
腹

調
之
は
、

す
る
か
の
よ
う
に

「
諸
宗
従
は
相
合
卒
し
て
北
海
へ
奔
り
、
城
に

披

っ
て
文
秀
を
拒
」
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、

北
海
太
守
劉
懐
恭
が
北
海

に
擦
り
、
高
陽
勃
海
二
郡
太
守
劉
乗
民
が
臨
済
城
に
燦

っ
て
各
々
義

兵
を
翠
げ
る
一
方
、
劉
伯
宗

・
天
愛
兄
弟
は

「
郷
兵
を
合
率
」
し
て

懐
恭
が
敗
死
し
た
後
の
北
海
を
攻
め
陥
し
、

ま
た
劉
善
明
は
、
州
治

東
陽
城
を
抜
け
出
し
、
密
契
を
も

っ
て

「
門
宗
部
曲
」
三
千
人
を
牧

集
し
て
北
海
へ
走
っ

た
の
で
あ
る
。

一一際
、
捕
之
が
宗
主

・
宗
豪
の

如
き
地
位
に
あ
り
、
彼
の
行
動
に

一
族
が
随
従
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、

る
。
そ
し
て
調
之
及
び
一
族
が
明
帝
側
へ
呼
臨
服
し
た
の
は
、
調
之
、が

部
曲
に
語

っ
た
言
葉
や
、
伯
宗
が
弟
天
愛
に
語

っ
た

「
丈
夫
ま
さ
に

戦
場
に
死
し
、
身
を
も

っ
て
園
に
殉
ず
べ
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
推

測
す
る
と
、
明
帝
の
即
位
こ
そ
が
よ
り
正
嘗
性

・
正
統
性
を
も
つ
も

の
で
あ
り
、
従

っ
て
明
帝
側
が
勝
利
を
牧
め
る
と
考
え
て
い
た
こ
と

に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
、
義
軍
を
起
こ
し
た
劉
氏
の
軍
園
は
ど
ん
な
人
々
を
そ
の
構

成
員
と
し
て
い
た
か
。
そ
し
て
そ
の
軍
闇
結
成
は
い
か
に
し
て
可
能

で
あ

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
劉
氏
と
郷
里
枇
舎
と
の
い
か
な
る

cu 

nhυ 

現
質
的
関
係
の
反
映
で
あ
る
の
か
。

」れ
等
の
黙
を
追
求
し
な
が

ら
、
首
時
代
の
豪
族
土
豪
の
姿
を
探

っ
て
み
た
い
。

劉
氏
の
起
義
軍
閣
の
中
核
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、

「
門
宗
」
「
門

族
L 

と
記
さ
れ
る
同
族
員
で
あ
る
。

曲」

が
い
た
が
、
部
曲
を
私
的
な
職
業
軍
人
と
の
み
見
る
必
要
は
な

彼
等
の
下
に
は
多
数
の

「
部

L、。

奴
一億

・
佃
客
・
債
務
奴
隷
、

「健
児
」

各
種
の
賓
客
を
始
め

「
門
生
」

等
の

「
門
附
」
「
私
附
L

が
武
器
を
と

っ
て
兵
士
化
し
た

者
す
べ
て
の
組
稿
が
部
曲
で
あ
る
と
考
え
る
。
後
述
す
る
よ
う
に、

武
器
を
と

っ
て
戦
闘
に
参
加
し
た
郷
村
の
濁
立
小
農
民
も
、
結
果
と

し
て
部
曲
と
呼
稀
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う。



と
こ
ろ
で
、
劉
伯
宗
・
天
愛
兄
弟
が
合
率
し
た
「
郷
兵
」
は
、
単

に
豪
族
劉
氏
の
同
族
員
や
門
附
・
私
附
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
慶
く

豪
族
劉
氏
と
何
ら
か
の
闘
係
を
と
り
結
ん
で
い
た
郷
村
の
濁
立
小
農

民
の
参
加
を
示
し
て
い
る
。
永
世
の
人
徐
崇
之
が
「
郷
里
を
し率
い
て

義
を
起
こ
し
、
豚
を
攻
め
て
孔
景
先
を
殺
」
し
た
そ
の
軍
国
は
言
う

『
宋
書

4
J

F

も
な
く
(
郡
斑
mm
可
「
子
弟
部
曲
」
を
率
い
て
義
を
陳
郡
城
に

事
げ
た
准
西
の
ん
鄭
黒
の
軍
圏
を
始
め
(
献
畑
一
前
)
、
各
々
郷
里
で
義

草
を
+
め
げ
た
、
柿
郡
の
周
寧
民
(
詰
誠
一
)
・
始
輿
の
す
た
劉
嗣
租

(
献
踏
倒
)
・
巴
東
の
ん
任
叔
見
(
嗣
)
・
准
南
定
陵
の
ん
賀
襲
宗
(
嗣
)

.
て
陽
西
山
笹
田
盆
之
(
献
欝
…
)
・
准
西
の
い
命
叔
拳
(
嗣
)
・
底
江

の
人
(
嗣
)
・
弘
農
の
人
劉
借
瞬
(
鰭
一
阿
倍
)
・
糞
州
の
土
人
(
脈
問

倣
秀
)
等
の
軍
国
も
、
ま
た
同
様
に
「
門
宗
部
曲
」
三
千
人
を
牧
集

し
た
劉
善
明
の
寧
圏
も
、
共
に
賞
質
は
「
郷
丘
ハ
」
集
固
と
呼
び
得
る

@
 

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

で
は
次
に
、
郷
兵
集
圏
の
結
成
と
レ
う
頴
著
な
現
象
の
護
現
を
可

能
に
し
た
そ
の
前
提
篠
件
で
あ
る
豪
族
と
郷
村
の
小
農
民
と
の
関
係

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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で
あ卒
つ原

だ@裂
は

「
彊
姓
」

「
欝
姓
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
墓
族
」

「
墓
族
」
と
は
、
そ
の
徳
望
の
故
に
郷
里
祉
舎
か
ら
墓

み
見
ら
れ
崇
敬
さ
れ
る
、
評
判
高
き
豪
族
の
謂
と
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
「
墓
族
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ

l
ヴ
な
許
債
は
、
劉
氏
が
す

ぐ
れ
た
停
統
を
も
ち
、
世
々
絶
え
る
こ
と
な
く
官
僚
・
武
賂
を
輩
出

さ
せ
て
い
る
奮
姓
日
名
族
で
あ
り
、
宗
族
・
依
附
者
の
多
い
彊
姓
H

大
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
費
ら
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、

今
は
特
に
劉
善
明
を
遁
し
て
次
の
ニ
黙
を
強
調
し
た
い
。

第
一
に
は
、
彼
等
が
皐
問
・
教
養
・
識
見
に
富
み
高
潔
な
生
活
態

度
を
ま
も
る
卓
越
し
た
人
間
H
土
大
夫
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
劉

善
明
は
、

「
少
く
し
て
静
慮
讃
書
」
し
、
甚
だ
そ
の
聞
え
が
高
か
っ

た
。
刺
史
杜
醸
や
劉
道
隆
が
彼
の
評
剣
を
聞
い
て
訪
問
し
た
が
、
彼

-67-

は
謝
し
て
相
見
え
な
か
っ
た
。

「
わ
れ
汝
の
立
身
を
知
る
、

四
十
歳
に
な
っ
た
時
、

ま
た
汝
の
立
官
を
見
ん
と
欲
す
」
と
彼

父
懐
民
が

に
官
達
を
求
め
た
の
で
、
差
問
閉
山
は
漸
く
州
の
僻
召
に
麿
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
善
明
の
士
大
夫
的
素
養
及
び
生
活
態
度
は
、
郷

村
社
舎
か
ら
崇
敬
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

第
二
に
は
、
彼
等
が
郷
里
祉
舎
の
保
護
者
・
指
導
者
だ
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
郷
里
農
民
が
大
飢
謹
に
苦
し
ん
で
い
た
時
に
劉
善
明
は

自
家
の
積
粟
を
散
じ
て
賑
郎
し
自
ら
も
鱈
粥
を
す
す
っ
て
い
た
。
潟

に
救
済
さ
れ
た
郷
里
農
民
は
、
善
明
の
家
田
を
「
績
命
田
」
と
呼
ん
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で
崇
め
た
と
い
う
。
こ
の
事
例
は
、
豪
族
が
、
郷
里
祉
禽
の
保
護
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
す
る
一
例
で
あ
る
。
一
位
に
、
人
的
物
的
に

強
勢
富
裕
で
あ
り
文
化
的
に
も
卓
越
し
て
い
た
豪
族
土
豪
が
、
各
種

多
様
の
郷
村
諸
闘
係
及
び
諸
事
件
に
際
し
て
、
保
護
者

・
指
導
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
十
分
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
豪
族
土
豪
が
郷
里
社
舎
に
お
い
て
卓
越
し

た
人
物
で
あ
り
、
郷
里
祉
舎
の
す
ぐ
れ
た
保
護
者

・
指
導
者
で
あ
っ@

 

た
こ
と
こ
そ
が
、
彼
等
を

「
墓
族
」
た
ら
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
さ
し
く
、
こ

の
豪
族
土
豪
と
郷
村
小
農
民
と
の
思
と
義
に

よ
っ
て
相
互
に
結
ば
れ
た
閲
係
|

|
こ
の
閥
係
を
華
族
的
関
係
と
試

み
に
呼
び
た
い
ー
ー
が
郷
兵
集
固
と
い
う
顕
著
な
現
象
の
設
現
を
可

能
に
し
た
と
考
え
る
。
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
多
数
の
濁
立
小
農
民

の
存
在
す
る
郷
村
社
禽
の
中
で
、

豪
族
土
豪
の
存
在
そ
の
も
の
が
、

そ
も
そ
も
濁
立
小
農
民
と
の
関
係
な
し
に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
以
上
、
豪
族
土
豪
の
郷
村
小
農
民
に
射
す
る
日
常

自
ら
保
有
す
る
人
的
物
的
な
私
的
勢
力

的
か
つ
普
遍
的
関
係
は

ゃ
、
彼
等
が
結
託
す
る
官
樺
力
を
背
後
の
支
え
と
し
た
一
方
的
抑
匪

搾
取
の
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
述
の
如
き
保
護
|
被
保
護
、

指
導
l
被
指
導
の
い
わ
ば
草
族
的
調
係
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
少

な
く
と
も
、
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
追
求
さ
れ
た
豪
族
土
豪
の
理
念
的

理
想
的
な
姿
は
、
こ
の
墓
族
的
あ
り
方
で
あ
っ

た
と
考
え
る
の
で
あ

弘
多
く
の
豪
族
土
豪
が
義
軍
集
園
を
郷
里
で
結
集
し
得
た
の
も
、

ま
た
珠
州
蕎
陽
の
豪
族
が
刺
史
殴
淡
を
拘
束
し
て
叛
飢
に
瞭
起
さ

せ
、
そ
し
て
「
土
豪
郷
墓
」
杜
叔
賓
が
、
そ
の
指
導
権
を
と

っ
た
の

望
族
的
関
係
を
通
し
て
郷
里
吐
舎
に
密
接
に
関
係

も

彼
等
が

し、

勢
力
を
結
集
し
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八

南
朝
門
閥
貴
族
櫨
制
の
封
鎖
性

l
ー
身
分
階
層
的

・
地
縁
的
お
よ

oo
 

p
h
v
 

び
南
渡
の
早
晩
に
も
と
づ
く
|
|
の
下
で
、
就
官

・
土
身
分
の
獲

得

・
中
央
貴
族
官
僚
化

・
中
央
貴
族
社
舎
へ
の
準
出
を
切
望
し
な
が

ら
も
、
そ
の
達
成
を
抑
座
さ
れ
て
い
た
豪
族
土
豪
は
、
叛
慨
が
勃
設

す
る
と
そ
の
願
望
の
達
成
を
期
し
て
、
単
に
門
附
や
私
附
だ
け
で
な

く
、
彼
等
が
郷
里
杜
舎
に
墓
族
的
関
係
を
通
し
て
保
持
す
る
諸
勢
力

を
も
パ
ッ
ク
に
、
彼
等
が
置
か
れ
て
い
た
具
陸
的
諸
肢
況
・
諸
篠
件

の
中
で
、
或
は
叛
凱
軍
側
へ
或
は
明
帝
側
へ
呼
醸
し
て
行

っ
た
。
ま

た
彼
等
の
あ
る
者
は
、
自
ら
が
義
と
す
る
理
念
・
慣
値
の
寅
現
の
爵

に
、
叛
見
軍
側
或
は
明
待
側
へ
加
播
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ



し
く
、
晋
安
王
子
助
と
明
帝
と
の
玉
座
を
争
う
お
家
騒
動
が
、
全
図

的
規
模
の
大
騒
飽
に
ま
で
抜
大
し
た
原
因
は
、
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の

支
持
と
参
董
と
に
あ
っ
た
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
門
閥
貴
族
健

制
が
豪
族
土
豪
を
し
て
、

お
家
騒
動
を
全
園
的
規
模
の
大
叛
凱

・
大

騒
胤
に
ま
で
護
展

・
損
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

と
同
様
に
、

叛
筒L

の
卒
定
も
ま
た
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の
活
躍
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
と
す
る
な
ら
、
こ
の
騒
飽
の
史
的
意
味
は
、
門
閥
貴
族
睦
制
に

制
到
す
る
反
護
の
意
志
が
額
在
化
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
今
少
し
く
説
明
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

泰
始
二
年
三
月
、
肢
荻
は
明
帝
側
の
輔
園
絡
軍
劉
酌
と
宛
唐
を
は

さ
ん
で
封
持
し
た
。

淡
は
、
劉
順
・
柳
倫
・
皇
甫
道
烈

・
鹿
天
生
を

汲
遣
し
、
府
司
馬
劉
順
を
統
帥
に
任
じ
た
。
軍
府
の
兵
治
を
組
統
す

る
府
司
馬
の
地
位
は
長
史
に
次
い
だ
が
、
軍
事
の
際
に
は
却

っ
て
そ

の
職
権
は
長
史
よ
り
も
重
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
劉
順

の
出
自
が
「
卑
徴
」
と
い
う
の
で
、

「土
豪
」
の
皇
甫
道
烈
と
冗
従

僕
射
柳
倫
は
順
の
指
揮
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
等
は
、

劉
酌
の
陣
営
が
築
か
れ
る
前
に
、
攻
撃
を
加
え
よ
う
と
す
る
順
に
従
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わ
ず
、
篤
に
股
談
側
は
好
機
を
失
し

や
が
て
敗
北
の
苦
杯
を
喫
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
(
脈
婚
前
)
。
こ
の
よ
う
に
、
豪
族

土
豪
の
間
で
封
鎖
的
な
身
分
意
識
は
完
全
に
克
服
さ
れ
て
は
い
な
い

③
 

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
嘗
然
の
事
と
も
言
え
る
。
が
、
こ
の
事

買
は
、
首
時
の
豪
族
土
豪
の
姿
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
等
が
既
成
の
門
閥
貴
族
世
制
に
念
滋

を
抱
く
の
は
、
彼
等
が
そ
れ
に
抑
摩
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

叛
蹴
を
機
舎
に
動
功
を
あ
げ
、
彼
等
自
身
己
れ
一
人
が
門
閥
貴
族
健

制
の
中
に
ま
で
準
出
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
念
懲
は
雲
散
霧
消
し

て
し
ま
う
も
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
政
治
理
念
の
面
か
ら
根
本
的

n
w
d
 

β
0
 

に
門
閥
貴
族
鐙
制
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
叛

乱
に
際
す
る
、
多
く
の
豪
族
土
豪
の
行
動
に
節
操

・
首
尾
の
一
貫
性

を
絞
く
の
は
、
彼
等
の
こ
の
よ
う
な
姿
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
い
う
な
ら
ば
、
彼
等
の
姿
は
、
孝
武
帝
の
戸
籍
制
度
の
改
革
以

後
、
戸
籍
を
偽
濫
し
て
士
身
分
の
獲
得
を
圃
る
、
庶
身
分
の
豪
族
土

@
 

豪
の
姿
と
全
く
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
は
、
門
閥
貴
族
観
制
そ
の
も
の
を
饗
革

・
否
定
す

る
可
能
的
方
向
性
が
、
同
時
に
ま
た
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の
中
に
認
め

ら
れ
る
。
。

例
え
ば
叛
見
軍
側
で
は
、
徐
州
刺
史
醇
安
都
の
部
将
侍
霊
越
が
捕
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虜
に
さ
れ
て
輔
園
将
軍
劉
耐
に
反
逆

を
詰
問
さ
れ
る
と
、
叛
乱
軍
側

の
行
動
は
義
で
あ
る
と
抗
言
す
る
。
と
同
時
に

「
醇
公
、
:
:
:
智

子
姪
に
委
付
す
、

致
敗
の
由、

究
に
此
に

あ
り
」
と
、

辞
安
都
が
結
局
敗
北
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
理
由
は
、

勇
を
専
任
す
る
能
わ
ず
、

安
都
の
将
帥

・
官
吏
の
任
抜
が
狭
陸
な
血
縁
主
義
に
凝
り
固
ま
っ
た

も
の
で
、
底
く
知
勇
を
任
用
す
る
も
の
で
な
か
っ

た
こ
と
に
あ
る
と

い
う
。

こ
こ

で
璽
越
の
い
う
知
勇
の
任
用
と
は
、
血
縁
主
義
的
任
用

に
封
位
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
封
鎖
的
な
門
閥

貴
族
主
義
的
任
用
を
も
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
屡
々
引
き
あ
い
に
出
し
て
き
た
卒
原
の
劉
善
明

は
、
の
ち
、
宋
末
の
混
乱
を
極
め
た
政
局
の
中
で
知
己
新
道
成
に
結

さ
て

l主

そ
し
て
南
荷
王
朝
樹
立
の
元
勤
武
将
と
な

っ
た
彼

粛
道
成
が

即
位
す
る
と
、

事
し
て
行
く
。

十
一
候
か
ら
な
る
意
見
書
を
奉

っ

た
。
そ
の
第
九
僚
で
彼
は
、
忠
貞
孝
悌

・
清
俊
苦
節
の
土
の
抜
擢
と

任
用
を
説
く

(惣
一
附
)。
官
吏
登
用
の
す
べ
て
の
局
面
に
必
ず
し
も

及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、
漢
代
的
な
ー
ー
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
儒

数
理
念
的
な
|
!
賢
才
主
義
的
官
吏
登
用
が
提
唱
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
劉
善
明
と
親
交
が
あ
り
、
叛
凱
の
際
に
は
明
帝
側
に
あ

、
『清
河
東
武
J

っ
た
と
想
定
さ
れ
る
翼
州
の
豪
族
佳
組
思

(城
の
人

)
は

同
様
に

粛
遁
成
に
結
事
し
た
南
斉
王
朝
樹
立
の
元
勤
武
将
の
一
人
で
あ
る
。

彼
も
屡
々
儒
数
的
視
貼
か
ら
節
倹
や
数
閉
山
干
の
推
奨
を
説
く
と
同
時

に
、
賢
者
を
知
り
、
賢
者
を
用
い
、

賢
者
に
委
ね
、
賢
者
を
信
ず
る

「雨
前向番

mJ
0
4

こ
と
を
説
く

(経
租
思
問
問
)

霊
善
明

・
援
組
思
は
豪
族
で
あ
り
儒
者

「
制

措

書

で
あ
っ

た
。

侍
霊
越
に
も
同
じ
事
が
言
え
そ
う
に
思
わ
れ
る

一刈
侍

施
畑
一
陣
)。
従

っ
て
こ
こ
か
ら
推
論
す
る
な
ら
ば
、
門
閥
貴
族
主
義
的

官
吏
登
用
の
否
定
が
、
こ
れ
等
の
儒
教
的
教
養
を
陸
得
し
た
豪
族
土

豪
に
よ
っ
て
儒
教
的
徳
治
主
義

・
向
賢
主
義
と
レ
う
形
を
と

っ
て
提

唱
さ
れ
て
行
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
郷
里
枇
禽
に
草
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族
的
関
係
を
通
し
て
絶
大
な
る
勢
力
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
封
鎖
的

門
閥
貴
族
践
制
の
前
に
自
ら
の
願
馨
の
達
成
を
許
さ
れ
な
か

っ
た
豪

族
土
豪
が
、
偏
狭
な
唯
我
的
利
己
的
出
世
主
義
を
脆
し
て
、

よ
り
普

遁
理
念
的
な
形
で
任
官
の
機
曾
均
等
に
針
す
る
要
求
を
提
起
し
た

時
、
そ
れ
は
復
古
的
な
儒
教
的
徳
治
主
義

・
向
賢
主
義
と
い
う
形
を

取
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
結
局
、
既
成
の
門
閥
貴
族
鰻
制
に
劃
す
る

ア
ン

テ
ィ

・
テ
ー
ゼ
、
少
な
く
と
も
そ
の
饗
革
を
要
請
す
る
も
の
と

言
え
よ
う
。

一
言
付
け
加
え
る
な
ら
、
彼
等
が
呈
示
す
る
そ
の
方
向

に
は
、
梁
の
武
帝
の
改
革
を
経
て
、
惰
唐
的
科
穆
官
僚
祉
舎
の
訪
れ

が
展
墓
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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全
園
を
大
騒
凱
に
陥
し
込
ん
だ

「
菅
安
王
子
助
の
叛
飽
」
は
、
涌

一
年
の
後
完
全
に
卒
定
さ
れ
、
明
帝
政
権
は
確
立
さ
れ
た
の
で
あ

っ

た
。
そ
れ
で
は
こ
の
大
騒
凱
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
嘗
時
代
の
政

治

・
社
舎
の
諸
局
面
に
興
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
に
闘
し
て

言
及
す
べ
き
貼
は
多
い
が
、
今
は
、
豪
族
土
豪
層
の
撞
頭
と
、
門
閥

貴
族
の
針
雁
と
い
う
貼
に
の
み
問
題
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

前
蔵
帝
子
業
の
暴
政
の
下
で
、
確
か
に
一
方
に
は
、
園
家
の
亡
蹴

を
憂
慮
し
て
園
家
を
本
来
の
姿
に
も
ど
す
べ
く
、
前
肢
帝
を
慶
す
る

矯
に
董
策
し
て
い
た
察
興
宗
の
如
き
門
閥
貴
族
も
い
た
の
で
は
あ

っ

た
が

(献
一誠

一祭
)、

多
く
の
門
閥
貴
族
は
、
危
害
が
及
ぶ
の
を
恐
れ

て
、
ひ
た
す
ら
に
外
藩
へ
逃
が
れ
出
る
こ
と
を
希
い
、
そ
し
て
逃
が

れ
出
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
は
、
や
が
て
勃
鼓
し
た
大

騒
乱
の
中
で
流
離

・
敗
設
し
、
生
命
を
全
う
し
得
た
も
の
は
百
に
一

「宋
書
問
王
景
文
徳

・戸

も
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る

(資
治
通
鑑
宋
紀
日

)。
こ
こ
に
は
人
的
面

か
ら
の
門
閥
貴
族
制
の
衰
退
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
京
師

〆』〆、

に
留

っ
て
い
て
明
帝
側
に
腫
じ
た
門
閥
貴
族
に
し
て
も
、
極
一

部
の
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例
外
を
除
い
て
、
多
く
は
た
だ
情
勢
の
赴
く
ま
ま
に
、
姑
息
に
、
騒

凱
の
卒
定
を
待
ち
墓
む
ば
か
り
で
あ

っ
た
よ
う
に
親
、せ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
前
腰
帝
治
下
及
び
騒
凱
時
の
門
閥
貴
族
の
態
度
は
、
あ
の
形

勢
を
観
草
し
て

日
和
見
的
に
叛
乱
側
に
加
わ

っ
た
臭
郡
太
守
顧
諜

ゃ
、
叛
飽
が
勃
渡
す
る
と
明
帝
側

・
叛
蹴
側
の
ど
ち
ら
が
勝
利
を
得

る
か
を
蓋
し
て
明
帝
側
勝
利
の
徴
を
得
る
と
、
叛
観
側
領
域
に
あ
り

/
 

な
が
ら
異
謀
に
参
興
せ
ず
静
躍
し
て
騒
乱
の
卒
定
を
待

っ
て
い
た
羅

@
 

牒
令
劉
休
の
態
度
と
軌
を

一
に
す
る
。
確
か
に
彼
等
の
こ
の
よ
う
な

退
静
的
態
度
は
、
明
哲
保
身
と
い
う
彼
等
の
躍
世
哲
撃
か
ら
賀
さ
れ

た
も
の
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
騒
凱
に
際
し
て
登
場
し

て
来
た
多
く
の
豪
族
土
豪
を
彼
等
と
比
較
す
る
時
、
彼
等
の
中
に
明

-71ー

確
に
一
つ
の
波
落
的
な
カ
ゲ
リ
を
見
な
い
諜
に
は
行
か
な
い
。

墓
族
的
関
係
を
通
し
て
贋
く
郷
里
祉
禽
に
保
持
す
る
諸
勢
力
を
パ

ヴ
ク
に
、
自
ら
の
願
望
の
達
成
を
期
し
て
、
或
は
自
ら
が
義
と
す
る

理
念

・
債
値
の
賓
現
を
目
指
し
て
力
強
く
活
躍
す
る
豪
族
土
豪
|
|

叛
乱
の
旗
大
も
卒
定
も
、
こ
れ
等
豪
族
土
豪
の
支
持
と
参
萱
に
よ

っ

た
。
明
帝
側
に
陸
じ
た
彼
等
は
動
功
を
あ
げ
て
官
界
へ
突
入
し
て
く

る
。
確
か
に
彼
等
の
官
位
の
昇
進
は
一
定
の
限
度
内
に
抑
え
ら
れ
て

は
い
た
。

が
し
か
し
、
彼
等
の
行
動
の
動
機
が
門
閥
貴
族
鰻
制
の
封

鎖
性
を
否
定
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
彼
等
の
進
出
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自
位
も
ま
た
、
門
閥
貴
族
睦
制
の
封
鎖
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
更
に
よ
り
普
遍
的
に
、
徳
治
主
義
的
様
相
を
色
濃
く
も
つ
賢

才
主
義
と
い
う
理
念
を
標
携
し
て
自
ら
の
官
達
を
正
嘗
化
し
要
求
し

て
く
る
。
彼
等
は
郷
里
枇
舎
に
あ
っ
て
、
凡
そ
選
ば
れ
た
る
人
間
H

士
大
夫
が
佳
得
す
べ
き
必
須
の
候
件
た
る
皐
問

・
修
養
に
岡
ん
で
い

た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
豪
族
土
豪
の
存
在
を
認
知
し
、
彼
等
と
極
端
に
劉
照

的
な
、
退
静
的
で
文
弱
化
し
、
皐
問
素
養
に
お
い
て
も
低
落
し
た
門

@
 

閥
貴
族
の
姿
|
|
彼
等
は
騒
乱
の
中
で
流
離
・
敗
授
を
除
儀
な
く
さ

れ
た
の
だ
1

l
と
封
比
し
た
時
、
識
見
に
富
ん
だ
貴
族
士
大
夫
は
、

少
な
か
ら
ぬ
パ
ニ
ッ

ク
に
襲
わ
れ
る
。
今
一

度
、
自
ら
の
あ
る
べ
き

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
探
索
し
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
南
朝
き

つ
て
の
名
族
坂
邪
王
氏
出
身
の
名
流
門
閥
貴
族
王
借
度
、が、

「
誠
子

書
」
を
子
供
達
に
書
き
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
必
然
性
は
、

ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ
る
。

白
分
は
こ
の
世
に
あ
っ
て
徳
業
に
乏
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
世

間
を
渡
る
こ
と
数
十
年
、
も
と
よ
り
一
人
の
長
老
で
あ
る
。
そ
れ

だ
か
ら
こ
そ
、
世
間
の
人
々
は
、

お
前
達
が
ど
ん
な
つ
ま
ら
な
レ

事
を
話
し
た
り
、
や
っ
た
り

L
て
も
、
賞
め
稀
え
た
り
、或
は
何
も

言
わ
な
い
の
だ
。
私
が
死
ん
だ
後
に
、
も
し
も
お
前
達
が
自
分
自

身
で
身
を
立
で
な
け
れ
ば

一
帥
回
全
位
、
誰
が
お
前
達
の
面
倒
を

見
て
く
れ
よ
う
。
舎
中
に
は
、
少
く
し
て
令
容
を
負
っ
て
い
る
者

ゃ
、
僅
か
二
十
歳
に
し
て
清
級
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
者
が
居
る
。

今
、
王
氏
の
出
で
さ
え
あ
れ
ば
、
優
れ
て
い
る
者
は
、
龍
だ
鳳
凪

だ
と
将
来
を
明
草
さ
れ
、
劣
っ
た
者
で
も
、
虎
だ
豹
だ
と
も
て
は

や
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
す
べ
て

「
蔭
」
に
因
る
の
で

あ
る
。
だ
か
ら

「
蔭
」
が
な
く
な

っ
た
後
に
は
、
ど
う
し
て
龍

だ
の
虎
だ
の
と
の
評
判
な
ど
立
と
う
。

ま
し
て
や
私
は
、

お
前
建
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の
「
蔭
」
な
ど
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
お
前
達
は
、
た

だ
た
だ
自
ら
努
め
動
む
の
み
で
あ
る
。
世
間
を
顧
み
て
み
る
に
、

身
は
三
公
の
高
位
に
昇
り
な
が
ら
、
少
し
も
そ
の
評
判
の
聞
え
た

こ
と
の
な
い
者
も
居
る
。
ま
た
、
布
衣
装
素
の
出
身
で
あ
り
な
が

だ
い
じ
ん

か

ら

だ

ら
、
卿
相
が
そ
の
前
に
瞳
を
ま
げ
て
瞳
接
し
て
い
る
者
も
居
る
。

ひ
ょ
う
ば
ん

父
と
子
が
貴
践
を
殊
に
し
、
兄
と
弟
が
盤
名
を
異
に
し
て

或
は
、

い
る
。
こ
ん
な
事
は
、

一
瞳
ど
う
し
て
起
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

人
が
数
百
巷
の
書
物
を
讃
み
つ
く
し
て
い
る
か
、

レ
な
い
か
と
レ

う
事
に
よ
る
の
で
あ
る

玄
一
玄
。

「退
献
に
し
て
か
〈
接
少
な
く
、
裳
淑

・
謝
荘
と
善
し
」
と
言
わ
れ



る
王
借
度
は
、
嘗
っ
て
孝
武
帝
の
大
明
中
、
御
史
中
丞
に
除
せ
ら
れ

た
。
そ
の
時
信
度
は
、
「
此
れ
は
こ
れ
烏
衣
の
諸
郎
の
坐
慮
、
我
ま

た
試
み
に
な
す
の
み
」
と
う
そ
ぶ
い
て
い
た
と
い
う
。
孝
武
帝
時
代

に
は
、
南
朝
き
つ
て
の
名
族
出
身
の
名
流
門
閥
貴
族
た
る
事
を
自
負

し
て
い
た
王
信
度
も
、

「
菅
安
王
子
財
の
叛
飽
」
後
に
は
、
こ
の
よ

う
な
内
容
を
も
っ
誠
子
書
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

@
 

る。
さ
て
、
王
信
度
の
誠
子
書
を
貫
ぬ
く
精
神
は
、
専
ら
門
族
を
重
視

し
、
門
族
や
親
兄
弟
の
「
蔭
」
に
頼
る
門
閥
貴
族
の
あ
り
方
か
ら
脆

「
讃
書
」
す
な
わ
ち
皐
問
・
素
養
を
鐙
得
し
た
土
大
夫
本
来

債

の
あ
り
方
へ
の
自
己
改
革
の
要
請
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
門

却
し
、

族
一
漣
倒
の
あ
り
方
か
ら
、

い
わ
ば
個
人
的
才
能
主
義
的
あ
り
方

|
|
門
地
主
義
を
全
面
的
に
否
定
し
去
る
も
の
で
は
な
い
が
|
|
へ

の
轄
換
の
要
請
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敢
え
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
王

信
度
が
重
き
出
し
た
あ
る
べ
き
貴
族
像
は
、
梁
武
帝
の
改
革
を
通
し

て
、
晴
唐
的
科
奉
官
僚
制
H
律
令
的
貴
族
制
に
繋
が
る
政
治
鰻
制
の

下
で
求
め
ら
れ
た
、
貴
族
士
大
夫
像
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
d
f
c
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註①
本
節
の
序
述
は
、
宋
書
、
南
費
量
官
、
南
史
、
資
治
遜
鑑
の
関
連
記
事
に

も
と
づ
く
。

②
事
畑
恵
聞
は
次
の
よ
う
に
諮
っ
て
い
る
。
「
湖
東
太
組
之
昭
、
音
安
世
租

之
穆
、
其
於
賞
盤
、
並
無
不
可
」
(
宋
審
開
副
本
俸
〉
。
彼
の
見
解
は
涜
約
に

も
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
宋
量
官

M
M削
碗
・
愛
輔
副
・
孔
鋭
崎
博
史
巨
日
の
係
参

照。

③
明
帝
側
が
標
梼
し
た
理
念
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
明
帝
側
が
一
大
反
攻

に
出
る
に
嘗
っ
て
倫
書
が
下
し
た
符
(
朱
書
副
都
碗
停
)
と
南
充
州
刺
史

段
考
租
を
鯖
順
さ
せ
る
べ
く
説
得
し
た
葛
借
却
聞
の
言
動
附
(
間
前
段
考
組

停
〉
に
よ
っ
た
。

④
宋
番
副
都
務
停
、
閥
的
刷
新
恵
関
停
、
同
胞
襲
安
都
停
参
照
。

①
宋
書
符
王
玄
説
停
、
同
部
段
考
組
停
参
照
。

①
宋
書
邸
周
到
碗
停
。
郵
碗
は
北
来
名
族
と
は
凡
そ
隔
絶
し
た
も
の
と
し
か

評
領
さ
れ
て
い
な
い
。
「
(
裳
頒
)
行
至
等
陽
、
:
:
:
奥
郵
貌
款
狩
相
過
、

常
請
関
必
童
日
窮
夜
、
飯
奥
琉
人
地
本
殊
、
衆
知
其
有
異
志
突
」
〈
岡
山
師

裳
鎮
縛
)
。
裳
額
は
北
来
名
族
陳
郡
陽
夏
の
人
、
太
尉
淑
の
兄
淘
の
子
c

①
森
三
樹
三
郎
「
六
朝
士
大
夫
の
精
紳
」
ハ
大
阪
大
拳
文
事
部
紀
要
3
〉

越
智
重
明
「
南
朝
の
貴
族
と
豪
族
」
(
史
淵
的
ν

宮
崎
市
定
「
九
品
宮

人
法
の
研
究
」

③
演
口
霊
園
「
所
謂
、
惰
の
郷
官
慶
止
に
就
い
て
」

(『
楽
漢
惰
唐
史
の
研

究
』
下
各
所
牧
〉
巌
耕
笠
「
貌
膏
南
北
朝
地
方
行
政
制
度
上
冊
L

(

中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
四
十
五
)

①
元
和
姓
纂
5
「
後
漢
安
定
皇
甫
摘
生
稜
、
始
居
安
定
震
著
姓
」
。

膏
書

日
皇
甫
鐙
停
「
皇
甫
訟
:
:
:
安
定
朝
那
人
:
:
:
従
居
新
安
。
:
:
:
子
方
回
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-
永
泌
初
、
:
:
:
避
乱
荊
州
」
。

新
府
書
お
下

「
皇
甫
氏

・

硲
孫
高
岡

山
凶
瀦
太
守
回
生
柴、

従
市
北
陽
、
後
叉
従
脊
春
」
。
な
お
、
南
前
向
末
年
、
袈
叔

業
が
洛
陽
を

L
っ
て
北
訓
叫
に
降

っ
た
時
、
橡
州
の
家
族
は
み
な
北
説

へ
躯

綜
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
安
定
の
堅
商
光
が
い
る
。
ま
た
則前
氏
も
河
東
聞
密

か
ら
袈
陽
に
移
り
、
後
更
に
蒋
陽
に
移
住
し
て
土
着
家
族
と
化
し
た

(南

旗
門
書
日
・

狐
番
目
袈
叔
業
停
・
梁
書
却
装
迭
問
内
)
。

⑬

梁
香
川
山
又
侯
詳
仰
、
同
お
立
候
盟
州
開
。

な
お

著
書
日
夏
侠
泌
偲

「
(泌

の
弟
湾
)
迎
中
原
傾
覆
、
子
姪
多
段
胡
一池
、昨山
息
承
波
江
」
の
記
事
K
よ

っ
て
周
孫
猶
「
南
北
史
世
系
表
」
の
よ
う
に
詳
を
承
の
子
孫
と
見
な
す
必

要
は
な
い
。

⑪

宋

書

乃
克
俊
王
誕
仰
「
太
宗
即
位
、
鄭
相
模
借
用
山
陽
王
休
結
膜
騎
申
兵
参

軍
、
・

:
鄭
氏
詩
陽
強
族
」
。

梁
者
日
鄭
紹
叔
侍
「
鄭
紹
叙

-

e

・e

・
-
後
陽
開

封
人
也
、
世
居
詩
陽
」
。

。
J

南
湖
門
閥
均
族
惚
制
の
再
編

・
固
定
に
つ

い
て
は
宮
崎
「
前
掲
番
」
参

白川
。

⑬

沈

・
孔

・
願

・
陸

・
挑
氏
及
び
央
郡
央
の
源
氏
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

央
氏
一

奥
羽
、
:
-
同
穴
興
協
安
人
也
(
宋
番
目
本
仰
)
。

央
均
、
呉
興
故
郭
人
也

(
梁
者
。
本
仰
)
。

孫
氏
一

孫
曇
班
、
国
穴
郡
富
陽

人
也

(
朱
書
出
資
回
停
)
。

隙
氏
一
陳
俊
之
、
・
・
:
・
義
興
閤
山
人
也

(梁

密
泥
本
問
時
)
。
高
組
武
皇
帝

総

筒

先

央

興
長
城
下
若
堅
人

(
隙
書

1
高

組
本
紀
上
)
。
卜

氏

一

卜

天

輿

央

興

徐
杭
人

(
宋
番
目別
孝
義
本
仰
)
。

吐
川氏

・
許
昭
先
、
義
興
闘
山
人
也

(
同
前
)
。

張
氏
日

張
進
之
、
永
孫
安

固
人
也

(間
前
)
。

⑪

宮
川
品
川
志
「
六
朝
史
研
究
1

1
政
治

・
枇
曾
篤
|
|
」

閥
祉
曾
史
」

矢
野
主
税
「
門

⑬

岡
崎
文
夫

「
南
朝
食
族
制
の
起
源
並
に
其
成
立
」
(
『
南
北
朝
に
於
け
る

吐
曾
経
済
制
度
』
所
牧
)

越
智
重
明

「
東
替
の
賞
族
制
と
南
北
の
地
縁

性
」
(
史
容
雑
誌
mw
i
8
)

⑬

東
賊
の

一
人
圧
渥
鞠
は
奥
興
白
馬
程
の
人
で
あ
る
。
彼
は
孝
武
帝
の
時
代

に
文
才
を
も
っ
て
新
安
王
子
驚
の
北
中
郎
参
軍
に
除
せ
ら
れ
た
。
帝
の
愛

子
新
安
王
の
廊
佐
に
は
天
下
の
「
才
笠
」
が
除
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
が

や
が
て
剣

・
鳥
程
令
に
出
さ
れ
た
彼
は
志
を
得
な
か

っ
た
と
い
う
。
叛
乱

が
勃
設
し
た
の
は
と
の
時
で
あ
る
。
明
臨
卒
定
後
の
彼
は
、
叛
乱
に
参
加
し

た
矯
に
倣
年
間
の
祭
銅
を
課
せ
ら
れ
た
。

後
累
巡
し
て
南
市
円
永
明
二
年

(
四
八
四
)
、
通
商
山
市
侍
領
東
槻
祭
酒
か
ら
鎖
閥
抗
騎
将
軍
に
溢

っ
た
。
武
官

就
任
を
喜
ば
な
い
彼
は
、

「
我
際
還
東
、
掘
顧
築
家
、
江
南
地
方
数
千
里
、

士
子
風
流
、
皆
出
此
中
、
顧
祭
忽
引
諮
倫
渡
、
妨
我
輩
塗
、
組
死
有
徐

罪
」
と
、
南
朝
門
閥
貨
族
制
の
地
縁
的
封
鎖
性
に
封
す
る
怒
り
を
願
策
に

向
け
る
の
で
あ
る
。
彼
の
こ
の
念
滋
は
、
彼
が
新
安
主
府
か
ら
剣

・
烏
程

令
に
出
さ
れ
て
志
を
得
な
か
っ

た
と
い
う
、
そ
の
時
か
ら
既
に
始
ま
っ

て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
が
い
か
に
し
て
叛
飢
に
加
わ
り
、
い
か
に

動
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
彼
が
奴
胤
に
加
わ

っ
た
動
機
K
乙
の
念
泌
を
見

出
し
得
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
南
部
門
書
白
文
製
本
侍
参
照
。

⑪

因

み

に

言
え
ば
、
南
陽
の
大
家
族
宗
氏
は
、
移
住
し
て
「
世
々
江
陵
に

居
」
た
(
南
薦
書
臼
高
迎
宗
測
停
〉
。

⑬

明
帝
は
泰
始
二
年
二
、
三
月
頃
、
大
規
模
な
賢
官
令
を
施
行
し
た
。

「
時
軍
放
大
起
、
闘
用
不
足
、
募
民
上
米
二
百
例

・
銭
五
前

・
雑
穀
五
百

斜
、
同
賜
…
荒
豚
除
。
上
米
三
百
制
、
銭
八
潟
、
雑
穀
千
制
、
同
賜
五
口
問
正

令
史
満
報
、
若
欲
署
四
品
、
在
家
亦
聴
。
上
米
四
百
斜
、
銭
十
二
菌
、
雑

穀

一
千
三
百
斜
、
同
賜
四
品
令
史
満
報
、
若
欲
箸
三
品
、
在
家
亦
聴
。
上
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米
五
百
刷
所
、
銭
十
五
世
間
、
雑
穀
一
千
五
百
斜
、
同
賜
三
品
令
史
満
報
、
若

欲
署
内
監
、
在
家
亦
聴
。
上
米
七
百
斜
・
銭
二
十
世
同
・
雑
穀
二
千
制
問
同

賜
荒
郡
除
、
若
欲
署
諸
王
国
三
令
、
在
家
亦
聴
」
(
宋
書
制
郵
碗
停
)
。
こ

の
賢
官
令
の
施
行
は
、
軍
に
経
済
危
機
を
乗
り
切
る
魚
だ
け
の
も
の
で
な

く
、
就
官
・・
士
身
分
の
獲
得
を
切
望
す
る
豪
族
土
豪
層
の
要
求
に
封
ぇ
、

彼
等
を
牧
撹
す
る
震
の
・
も
の
で
も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

⑬

宮
崎
「
前
掲
書
」

⑫

以
下
の
卒
原
劉
氏
に
関
す
る
記
述
は
、
宋
書
部
洗
文
秀
待
、
南
薦
書
幻

劉
慎
珍
待
、
南
史
的
叩
同
得
、
南
海
書
部
劉
善
明
停
、
貌
香
川
制
劉
休
賓
停
、

北
史
ぬ
同
俸
に
よ
る
。

@

郷

兵

集

固
に
つ
い
て
は
、
谷
川
道
雄
「
北
朝
末
期
の
郷
兵
に
つ
い
て
」

(
東
洋
史
研
究
初

4
)
参
照

@

南
開
問
答
∞ω
雀
租
思

・
劉
義
国
明

・
蘇
侃

・
桓
品
用
組
侍
史
臣
日
の
傑
「
太
租

作
牧
准
覚
、
始
基
雄
主
末
、
恩
威
北
被
、
感
動
三
湾
、
青
葉
豪
右
、
峯
劉
笠

族
、
先
観
人
雄
、
希
風
結
畿
」
。

③

望

に
つ
い
て
は
越
智
重
明
「
貌
E
日
南
朝
の
士
大
夫
に
つ
い
て
」
(
九
州

大
事
文
間
宇
部
四
十
周
年
記
念
論
文
集
)
参
照
。
但
し
筆
者
は
氏
と
見
解
を

少
な
か
ら
ず
異
に
す
る
。

⑫

乙
の
貼
に
闘
し
て
は
更
に
論
考
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
が
、
本
誌
所
掲
谷

川
道
雄
「
均
田
制
の
理
念
と
大
土
地
所
有
」
参
照
。

⑧
ほ
ほ
相
似
た
事
が
明
帝
側
に
も
指
摘
で
き
る
。
六
節
で
述
べ
た
よ
う
に
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申
粂
之

・
社
幼
文

・
涜
懐
明
、
劉
亮
の
将
家
出
身
の
将
帥
は
、
黄
門
郎

・

申
書
郎
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
明
帝
に
、
「
忠
臣
殉
圏
、
不
謀
其
報
、
臨

難
以
干
朝
典
、
宣
臣
下
之
節
邪
」
と
厳
し
く
拒
絶
さ
れ
て
い
る
(
宋
書
剖

郵
碗
侍
)
。

明
帝
側
の
将
帥
の
任
援
も
、
あ
く
ま
で
も
武
官
を
こ
え
て
内

宮
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
奥
興
武
康
の
豪
族
出
身
の
武

将
抗
俊
之
は
、
共
に
寧
朔
将
軍
で
「
名
位
相
亜
ぐ
」
憐
陽
考
城
の
「
衣
冠

之
嘗
」
出
身
の
将
帥
江
方
興
に
、
こ
と
さ
ら
に
白
隠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
(
宋
書
江
泌
依
之
侍
〉
。

⑧
越
智
重
明
「
裂
音
南
朝
の
政
治
と
枇
曾
」

②
南
殉
香
川
品
劉
休
待
。
な
お
劉
休
は
浦
郡
相
の
人
で
、
組
徽
は
正
員
郎
、

父
超
は
九
回
県
太
守
で
終
っ
て
い
る
と
と
か
ら
す
れ
ば
、
下
級
の
中
央
貴
族

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑧

宋

番

目
同州事
時
・
徐
氏

・
侍
隆
侍
史
臣
臼
の
係
参
照
。

⑫
南
刑
門
書
お
王
償
皮
待
。
な
お
、
誠
子
書
が
書
か
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は

明
記
が
な
い
。

し
か
し
'警
中
の
「
汝
年
入
立
境
、
万
感
従
官
、
粂
有
室

累
」
の
諸
に
よ
っ
て
、
依
り
に
借
度
の
長
子
慈
(
衛
費
番
必
)
に
輿
え
ら

れ
た
と
し
て
彼
の
年
齢
か
ら
逆
算
し
て
も
、

誠
子
番
が
「
否
安
王
子
助
の

叛
飢
」
後
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

⑨

顔

之
推
も
ま
た
「
説
書
」
を
惟推
奨
し
た
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
ろ
う
。

吉
川
忠
夫

「
顔
之
推
小
論
」
(
東
洋
史
研
究
却
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